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掲載内容は３月 17日時点のものです。
最新の情報は、市ホームページ（新型
コロナウイルス感染症対策本部の対
応・各種情報）で確認できます。



北名古屋市の未来を考える

西庁舎：第 1・3金曜日　東庁舎：第 2・4金曜日
内　　容

　
戸籍・住民票・税務などの証明書発行、印鑑登録、市税など
の収納

延長時間　午後 7時 30分まで

開庁時間　午前 8時 30分～午後 5時 15分
閉 庁 日　土、日、祝・休日、年末年始（12月29日～1月3日）

まずはアプリを
ダウンロード！

スマホで「広報北名古屋」
 窓口延長（祝・休日、年末年始は除く）

市役所の業務案内

マークについて  とき　  ところ    内容 　  対象　　  定員
 申込み 　  問合せ

電話 ファクス メール ホームページ 西庁舎 東庁舎
 参加費・入場料・利用料 　  持ち物 　

今月の表紙

市の人口・世帯数

市ホームページ「防
災マップ」の内水・洪
水・地震のハザード
マップはこちらから。

ハザードマップを確認しよう

登録すると、市から
防災・気象・地震など
の情報が配信されま
す。

災害情報がメールで届く

3月１日現在

総人口
男　性 
女　性
世帯数
（　）内は前月からの増減

今月の内容Contents

　今春の桜の開花は平年より
早め。本紙を手にする頃は見頃
を過ぎているでしょうか。迎島公
園近くの五条川沿いを散策、お
花見気分を少しでも味わってい
ただければ（昨年4月撮影）。

86,239人
43,285人
42,954人 （ー48）

（ー19）
（ー67）

（ー40）36,946世帯 

北名古屋市の未来を考える
令和2年度予算のあらまし
幼児給食費、高校生世代までの入院・通院医療費が無料に
文化勤労会館の呼称は「名古屋芸術大学アートスクエア」に
固定資産税・都市計画税の前納報奨金制度廃止
学生ボランティア・学校支援ボランティア募集／
土曜英語教室支援ボランティア募集
パペットフェスタ2020ポスターデザイン募集
企画展　モノのウチガワ展／みんなでやろうよ田んぼアート
市民保養施設利用補助制度／
愛知県後期高齢者医療制度協定保養所利用助成
国民健康保険の届出を忘れずに
代理受領制度導入／空き家活用相談員の現地派遣を始めます

今月のカレンダー
来月の予定／今月の納税・納付など／休日診療／
公共施設などの連絡先
母子保健事業・成人保健事業／
子ども・子育て・教育に関する相談
子育て支援センター子育て情報／子育てひろば
ふぉとれぽ Photo×Report
図書館×昭和日常博物館 Selection･Column

暮らしの情報
催し／講座／募集／お知らせ／
障害者・福祉に関する相談／
暮らし・仕事・まちづくり・行政に関する相談
Zoom in 北名古屋／公共施設利用抽選会／
市内の交通事故・窃盗犯発生状況／編集後記
市民記者レポート「ハンズ」
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こ
れ
か
ら
の
日
本
の
姿

　
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
、
日
本
の
人

口
は
減
少
し
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

人
口
が
増
え
て
い
た
時
代
は
学
校
な
ど
の

施
設
を
多
数
建
設
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
介
護
・
医
療
な
ど
の
施
設
が
必
要
に

な
る
。

　
ま
た
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
も
、
今
後
は
維
持
更
新
費
が
大
幅
に

増
え
て
い
く
。
農
業
人
口
は
減
少
し
、
耕

作
放
棄
地
が
増
え
る
。
こ
れ
ら
に
ど
う
対

応
す
る
か
と
い
う
課
題
に
日
本
全
体
が
直

面
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
人
口
増
加
に
対

応
す
る
取
組
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。
国
全
体
は
、
国
内
総
生

産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）を
基
準
と
し
て
経
済
力
を
高
め

る
政
策
が
必
要
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
体

は
、
資
本
基
盤
と
い
わ
れ
る「
人
・
も
の
・

自
然
・
人
と
の
つ
な
が
り
」が
健
全
な
状
態

で
根
付
く
よ
う
手
を
入
れ
、
持
続
可
能
性

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
４
０
年
の
北
名
古
屋
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　 ―

都
会
型
の
課
題

　
未
来
カ
ル
テ
で
２
０
４
０
年
の
北
名
古

屋
市
を
見
て
み
る
と
、
人
口
は
現
在
と
比

べ
て
４
％
し
か
減
少
し
な
い
た
め
、
他
の

自
治
体
ほ
ど
深
刻
な
人
口
減
少
問
題
は
発

生
し
な
い
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
な
ど「
都
会
型
の
課
題
」に
直
面
す
る
。

　
例
え
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
75
歳
以
上

の
高
齢
者
が
35
％
増
加
す
る
。
こ
れ
は
、

過
疎
化
が
進
む
自
治
体
よ
り
も
急
速
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
介
護
・
医
療
施
設
が
不
足

す
る
た
め
、
市
単
独
で
は
な
く
広
域
で
対

応
す
る
仕
組
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
世
帯
数
は
増
加
す
る
。
こ
れ
は
、

お
ひ
と
り
様
世
帯
や
核
家
族
世
帯
が
増
え

る
か
ら
で
あ
る
。
今
の
住
宅
戸
数
で
は
足

り
ず
、
既
存
の
住
宅
も
耐
用
年
数
を
迎
え

る
の
で
、
土
地
や
住
宅
へ
の
投
資
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
お
ひ
と
り
様

世
帯
や
子
育
て
が
困
難
に
な
る
核
家
族
世

帯
に
対
し
、
社
会
全
体
で
ケ
ア
す
る
仕
組

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
の
規
模
が
小
さ
い
か

ら
公
共
施
設
を
こ
の
ま
ま
維
持
す
れ
ば
良

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
も
な
く
一

斉
に
耐
用
年
数
を
迎
え
る
た
め
、
維
持
更

新
費
が
増
え
続
け
、
歳
出
が
歳
入
を
上
回

る
。
東
西
庁
舎
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に

き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
２
０
４
０
年
に
は
北
名

古
屋
市
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
す
る

の
で
、
多
角
的
な
視
点
で
今
か
ら
で
き
る

こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
際
、
先
に
挙
げ
た
４
つ
の
資
本
基

盤
を
健
全
か
つ
適
切
に
運
営
し
て
い
く
視

点
が
、
未
来
の
北
名
古
屋
市
を
よ
り
良
い

ま
ち
に
す
る
た
め
の
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ
う
。

未
来
カ
ル
テ
で
将
来
を
考
え
る

　
未
来
カ
ル
テ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調

査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
２
０
４
０
年
の
各

自
治
体
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
か

を
予
測
し
て
い
る
。
未
来
の
様
子
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
問
題
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
将
来
の
課
題
に
対
し
て
未
来

志
向
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
幅
広
い
世
代
の
方
が
未
来
カ
ル
テ
を
活

用
し
、
２
０
４
０
年
に
向
け
て
、
今
、
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

問
合
せ
　
総
務
課

倉阪 秀史 氏
くらさか　ひでふみ

　講演会の翌日、2 月
15日（土）に高校生から
20代の社会人を対象に
した「きた♥なごや未来
会議」を実施しました。
　その内容については
35ページの「市民記者レ
ポートハンズ」をご覧く
ださい。

未来カルテについては
http://opossum.j
pn.org/simulator
/#simulator02
をご覧ください。

　２月 14日（金）、倉阪秀史氏（千葉大学大学院教授）を講師にお迎えして北名古屋市の未来を
語る講演会「『未来カルテ』を片手に 2040 年の北名古屋市を考える」を開催しました。将来の北
名古屋市について考えていただけるよう、講演会の概要をお伝えします。

第 10回　未来カルテ

（千葉大学大学院社会科学
研究院教授）

23 「広報北名古屋」  令和2年4月 「広報北名古屋」  令和2年4月



■
自
主
財
源

　市
税
な
ど
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源

■
市
税

　市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
法
人
や
市

民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
税
金

■
依
存
財
源

　国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
な
い
財
源

■
国
庫
支
出
金

　特
定
事
業
に
対
し
国
か
ら
支
出
さ
れ
る

負
担
金
・
補
助
金

■
県
支
出
金

　特
定
事
業
に
対
し
県
か
ら
支
出
さ
れ
る

負
担
金
・
補
助
金

■
市
債

　施
設
の
建
設
で
一
度
に
多
額
の
お
金
が

必
要
な
場
合
な
ど
の
借
入
金

■
地
方
消
費
税
交
付
金

　地
方
消
費
税
を
財
源
と
し
て
、
市
町
村

に
交
付
さ
れ
る
交
付
金

■
地
方
交
付
税

　一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
国
税
か
ら
地
方
に
配
分
さ
れ
る
交
付
金

■
そ
の
他
の
科
目

　地
方
譲
与
税
や
地
方
特
例
交
付
金
な
ど

の
各
交
付
金

■
諸
収
入

　延
滞
金
・
預
金
利
子
・
雑
入
な
ど
、
ど

の
収
入
科
目
に
も
組
み
入
れ
な
い
も
の

■
そ
の
他
の
科
目

　施
設
利
用
料
や
分
担
金
及
び
負
担
金
、

財
産
収
入
、
寄
附
金
な
ど

■
繰
入
金

　特
別
会
計
や
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調

整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金

■
土
木
費

　道
路
、
河
川
の
整
備
や
管
理
な
ど
の
経

費
■
民
生
費

　高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
援
助
、
生

活
保
護
、
保
育
園
の
運
営
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　借
入
金
や
利
息
を
返
済
す
る
た
め
の
経

費
■
総
務
費

　市
役
所
の
管
理
、
徴
税
、
選
挙
事
務
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
管
理
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　火
災
や
大
雨
、
地
震
の
対
応
の
た
め
の

経
費

■
商
工
費

　商
工
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
の
た
め

の
経
費

■
議
会
費

　市
議
会
開
催
の
た
め
の
経
費

■
農
林
水
産
費

　農
業
振
興
の
た
め
の
経
費

■
そ
の
他

　労
働
行
政
の
た
め
の
経
費
な
ど

■
衛
生
費

　各
種
健
診
、
予
防
接
種
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
運
営
、
ご
み
・
し
尿
処
理
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　小
・
中
学
校
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
運
営
な
ど
の
経
費

　令和２年度予算は、「第２次北名古屋市総合計画」に掲げた「健康快適都市～誰もがいきいきと安全・安心
に暮らせるまち～」の実現に向け、基本計画を着実に推進する予算を編成しました。

令和２年度 予算のあらまし

※市民１人当たりの予算額は、令和 2年１月１日現在の人口
　86,286 人をもとに算出しています。

会計別予算額

■歳入の状況（一般会計）

■歳出の状況（一般会計）■市民 1人当たりの予算額
340,611 円

一般会計
土地取得
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険

前年度比増減率会　計 令和２年度 令和元年度
293 億 9,000 万円

1,400 万円
73億 3,700 万円
13億 1,700 万円
47億 6,100 万円

287億 3,000 万円
1,400 万円

72億 6,300 万円
11億 6,400 万円
46億 2,400 万円

2.3％
0.0％
1.0％
13.1％
3.0％

下水道事業会計
収益的支出
資本的支出
合　計

北名古屋沖村西部
土地区画整理事業 13億 1,200 万円 9億 8,400 万円

29億 2,100 万円
169億 7,000 万円

―
―
―

457億円

―
147億 4,100 万円
36億 3,903 万円
13億 4,050 万円
22億 9,853 万円
477億 7,003 万円

歳
出
項
目
の
対
前
年
度
比
増
減
率
と
用
語
解
説

歳
入
項
目
の
対
前
年
度
比
増
減
率
と
用
語
解
説

9.1%

△24.0%

17.4%

△4.2%△7.1%

0.9%
13.2%

民生費
133億 47万円
45.3％

民生費 154,144 円

自主財源
178億 593万円
60.6％

依存財源
115億 8,407 万円
39.4％

市税
136億 9,530 万円
46.6％

繰入金
18億 6,919 万円
6.4％

諸収入
9億 3,350 万円
3.2％

その他
13億 794万円
4.4％

国庫支出金
36億 9,788 万円
12.6％

県支出金
20億 8,729 万円
7.1％

市債
18億 8,090 万円
6.4％

地方消費税交付金
17億 5,000 万円
5.9％

地方交付税
16億 1,000 万円
5.5％

その他
5億 5,800 万円
1.9％

土木費
32億 6,904 万円
11.1％

土木費 37,886 円

教育費
28億 8,999 万円
9.8％

教育費 33,493 円
衛生費
28億 3,210 万円
9.6％

衛生費 32,822 円

公債費
27億 2,604 万円
9.3％

公債費 31,593 円

総務費
25億 1,952 万円
8.6％

総務費 29,200 円

消防費
9億 3,859 万円
3.2％

消防費 10,878 円

商工費
2億 8,147 万円
1.0％

商工費 3,262 円

議会費
2億 7,420 万円
0.9％

議会費 3,178 円

農林水産費
2億 4,130 万円
0.8％

農林水産費 2,796 円

その他
1億 1,728 万円
0.4％

その他 1,359 円

一般会計歳出
293億 9,000 万円

一般会計歳入
293億 9,000 万円

公共下水道事業
小　計

一般会計 基金・市債の運用状況

基　金
市　債

令和２年度末現在高見込区　分 令和元年度末現在高見込 令和２年度中増減見込
30 億 8,575 万円 △ 17 億 9,286 万円 12億 9,289 万円

298億 6,165 万円△ 3 億 3,156 万円301億 9,321 万円

　一般会計の予算総額は、前年度より 6億 6,000
万円増額し、293 億 9,000 万円となり、前年度
比 2.3％の増となっています。
　歳入では主に、市税や地方消費税交付金の増加
を見込むほか、市の貯金にあたる基金からの繰入
金が増加する一方で、借金にあたる市債は減少と
なっています。
　歳出では主に、民生費や土木費のほか、これま
でに借り入れた借入金や利息の返済に充てる公債
費の増加が、主な増加の要因となっています。

△5.1%△0.8%
0.4% 6.8%

15.8%

△11.7%△11.6%

11.8%

△11.1%

1.1%4.2%

問合せ　財政課

33.3％

皆減
△13.1％

皆増
皆増
皆増
4.5％

特
別
会
計

3.2%1.9%

41.2%

0.9%

△16.1%
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幼児教育・保育の無償化に伴い、子育て世代の経済的負担を
軽減することにより、保護者が子どもと向き合い子育てがで
きるゆとりある家庭づくりを支援するため、幼稚園、保育園
などに通う幼児の給食費について、一定額を限度に無料化し
ます。

子育て世代の経済的負担の軽減を図ることにより、次世代を担う子どもが健やかに育まれる環境を整える
ため、18歳到達年度の年度末までの子ども医療費の保険診療分自己負担額の全額を支給します。

～誰もがいきいきと安全・安心に暮らせるまち～ の実現に向けて

子ども医療費無料化　4億 4,457 万円【拡充】
本市出身の稲葉篤紀氏が監督を務める野球日本代表「侍ジャパン」の、東京オリンピックでの活躍を応援す
るため、試合のパブリックビューイングや、稲葉篤紀氏の記念品の展示を実施します。

東京オリンピック応援事業　206万円【拡充】

交通事故の防止および事故時の被害を軽減するため、高齢者に対し、自動車への安全装置の設置に要する
費用の一部を補助します。

高齢者安全運転支援装置設置促進事業費補助事業　320万円【新規】

平成 30年 10 月に全域を仮換地指定し、大中企業立地ゾーンへの立地企業が決定したことから、立地企業
の開業に向けて、道路築造工事、造成工事などを実施します。

北名古屋沖村西部土地区画整理事業　13億 1,200 万円【継続】

地域コミュニティの場、子どもの遊び場を提供するため、徳重大山地区に、五条川プロムナード（地域交流
拠点）を整備します。

五条川プロムナード整備事業　2,500 万円【新規】

認知症などにより行方不明になる恐れのある高齢者などに対し
て、市が保険契約者となり、日常生活における偶然な事故を補
償対象とする個人賠償責任保険に加入します。

認知症高齢者等個人賠償責任保険事業　20万円【新規】

幼児給食費無料化　1億 5,097 万円【新規】

鹿田南保育園を民間移管するにあたり、令和３年４月の幼保連携型
認定こども園の開園に向けて、引継保育および施設整備費などの助
成や周辺道路整備工事などを行います。

認定こども園の整備支援　4億 7,689 万円【新規】

（ほかに債務負担行為　8,011 万円）

（ほかに債務負担行為　6億 3,283 万円）

社会福祉法人西春日井福祉会が整備を進めている障害者グループホームについて、本市、清須市および豊
山町で施設整備費の補助を行うとともに、周辺道路などの整備を行います。また、社会福祉法人師勝福祉
会が整備を進めている障害者グループホームについても、施設整備費の補助を行います。

障害者グループホーム建設に関する事業　3,978 万円【新規】

社会福祉法人西春日井福祉会が整備を進めている（仮称）第６特別養護老人ホームについて、本市、清須市
および豊山町で施設整備費の補助を行うとともに、周辺道路などの整備を行います。

特別養護老人ホーム建設に関する事業　2,671 万円【新規】

水泳授業の環境と質の向上を図るため、小中学校のプール
施設の代替として、民間の屋内プールを活用した体育授業
を小中学校１校ずつで実施します。

民間プール活用事業　1,021 万円【拡充】

体づくりと健康の保持・増進および参加者相互の交流、地域
と企業の絆を深めるため、多様なRUN種目を取り入れた（仮
称）北なごやRUNフェスタを開催します。

（仮称）北なごや RUNフェスタ　950万円【拡充】

健康で生きがいを持って暮らせるまちづくり

豊かな学びと心を育み文化の薫るまちづくり

安全・安心で環境にやさしいまちづくり

快適で利便性の高いまちづくり

魅力的で活力あるまちづくり

協働と連携のまちづくり
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保険税率などの改正内容

　市では、ネーミングライツ制度を導入しています。
　これにより、名古屋芸術大学を運営する「学校法人名古屋自由学院」が、市文化勤労会館に呼
称を付与する権利（ネーミングライツ）を取得しました。
　「名古屋芸術大学アートスクエア」という呼称には、名古屋芸術大学の有するリソースを活用
し、北名古屋市における芸術文化の発信拠点となり、芸術による市民の交流を促進する場にな
るよう願いが込められています。
　これからも、みなさんに親しまれる「名古屋芸術大学アートスクエア」として、足を運んでく
ださい。
　呼称の使用期間は、令和２
年４月１日～令和 12 年３月
31日の 10年間です。
問合せ　生涯学習課

　「納期」とは市税などを納めることができる期間のこと
で、通常「○期」や「○月」と表示されているものです。
　これに対して「納期限」とは納期の末日（ただし、12 月
は 12 月 25 日）のことで、納期限が土・日曜日または祝
休日に当たるときは、その翌日が納期限となります。
問合せ　収納課　　　　　　　　　

　台風接近時などにおける利用者の安全確
保のため、4月 1日から北名古屋市内に「特
別警報」または「暴風警報」が発令された場
合、不特定多数の方が利用す
る市内公共施設（市役所東西
庁舎を除く）は、臨時休館（休
場）としますので、ご理解と
ご協力をお願いします。
　詳細は、各施設担当課にお
問い合わせください。

　4 月 1 日から、経営企画課
と情報課を統合し、企画情報
課とします。
業務内容　企画、行政改革、統
　　　　　計、情報推進など
ところ　西庁舎 3階
問合せ　企画情報課

　子育て世代の経済的負担の軽減を図るため、幼児給食費の一定額を限度に無料とします。
対　象　市内在住で原則３歳児～５歳児の市内・市外保育園、幼稚園および児童発達支援事業所などに通

園（通所）する児童
限度額　月額　5,400 円　給食費相当額（土曜日は除く）
　該当となるお子さんには、利用園から案内がありますので、必要書類の提出をお願いします。
詳細は、市ホームページをご覧ください。

問合せ　児童課

　これまで、小中学生の通院医療費（保険診療分）のうち原則、自己負担分の３分の２を助成していましたが、
８月診療分からは、全額助成します。
　また、高校生世代（15歳に達する日以後最初の４月１日から18歳に達する日以後最初の３月31日までの
間にある者）についても、８月診療分から、入院・通院医療費（保険診療分）の自己負担分を全額助成します。
　これに伴い、新しい子ども医療費受給者証を７月下旬に郵送します。
　なお、高校生世代は、６月に受給者証交付申請書を郵送しますので、必要事項を記載のうえ、返信してく
ださい。
※障害者医療、母子・父子家庭医療に該当する方は、現在の受給者証を引き続きご使用ください。

問合せ　国保医療課

令和２年度市税等納期一覧表（予定）

気象警報発令時における
市内公共施設の臨時休館（休場）

経営企画課と情報課は
「企画情報課」になります

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

国
民
健
康

保
険
税

市
県
民
税

軽
自
動
車
税
種
別
割

十
五
ケ
用
水
費

介
護
保
険
料

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

納
期
限

納
　期

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

4月30日（木）
6月1日（月）
6月30日（火）
7月31日（金）
8月31日（月）
9月30日（水）
11月2日(月）
11月30日（月）
12月25日（金）
2月1日（月）
3月1日（月）
3月31日（水）

前納・1期

２期

３期

４期

前納・１期

２期

３期

４期

軽自全期

用水全期

１期
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期
９期

１期

２期

３期

４期

５期

６期

１期
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期
９期

１期

２期

３期

４期

納付には便利な口座振替をご利用ください。

８月診療分から高校生世代までの入院・通院医療費（保険診療分）の
自己負担分が無料になります

 ４月１日から幼児給食費の無料化を始めます

国民健康保険税の税率などを改正します
　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者が保険税を出し合
い、お互いに助け合う制度です。
　北名古屋市の国民健康保険財政は、加入者の高齢化や医療技術の高度化などにより、1人当たりの医療
費が年々増加し、大変厳しい状況となっています。
　このような状況の中、今後もみなさんが安心して医療機関を受診していただくために、以下のとおり令
和２年度から保険税率などを改正することになりました。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

平等割額
（1世帯当たり）

均等割額
（1人当たり）

改正前

5.90％

18,800 円

19,500 円

改正後

5.99％

20,300 円

19,200 円

改正前

2.00％

6,600 円

6,700 円

改正後

2.04％

7,100 円

6,500 円

改正前

1.70％

6,500 円

5,000 円

改正後

1.80％

7,500 円

5,200 円

介護納付金分（40 ～ 64 歳）後期高齢者支援金分医療給付費分

問合せ　国保医療課

所得割額

4月から北名古屋市文化勤労会館の呼称が

に変わります
名古屋芸術大学アートスクエア
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令
和
２
年
度
、
小
学
校
１
・
２
年
生
を
対

象
に
英
語
に
触
れ
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
土
曜
英
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
教
室
運
営
を
支
援
し
て

く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

支
援
内
容
　
準
備
・
片
付
け
、
参
加
者
の
受

付
の
ほ
か
、
一
緒
に
英
語
を
楽
し
ん
で
盛

り
上
げ
た
り
、
積
極
的
に
参
加
で
き
な
い

子
に
対
し
て
声
掛
け
を
し
ま
す
。

　
ご
支
援
い
た
だ
け
る
方
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ィ
ー
ル
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
４
月
16
日（
木
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
各
申
込
書

は
生
涯
学
習
課
　
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

と
　
き
　
４
月
18
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜

2
時
30
分

と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

申
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ィ
ー
ル
・
ザ
・
ワ

ー
ル
ド（
　
・
　
０
５
６
１（
67
）１
０
６

０
）

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

　
今
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
の
施
行
当
初

に
地
方
税
制
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
や
、
納
税
意
欲
を
高
め
地
方
財
政
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
口
座
振
替
制
度
の
普
及
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
な
ど
、

納
税
環
境
の
整
備
に
よ
り
所
期
の
目
的
が

達
成
さ
れ
た
た
め
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
早
期
納
付
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
制
度
廃

止
へ
の
ご
理
解
と
、
引
き
続
き
期
限
内
納

付
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
税
務
課
　

○今回の改定に伴う「手当証書」の再交付は行いませんので、現在お持ちの
証書はそのまま保管してください。

○改定後の手当額の反映は、児童扶養手当は５月定期払い、特別児童扶養
手当は８月定期払いからです。

なお、愛知県特別障害者手当等（加算手当分）については、変更ありません。

問合せ　児童扶養手当・特別児童扶養手当月額について：児童課
　　　　特別障害者手当・障害児福祉手当・経過的福祉手当月額について：社会福祉課

児童扶養手当・特別児童扶養・特別障害者手当の額改定について

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
や
企
業
を
募
集

縦
　
覧
　
納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
と
比
較
し
て
、
自
己
の
資
産
に

係
る
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認

で
き
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

と
こ
ろ
　
税
務
課

縦
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、

同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人
ま
た
は
代

理
人（
委
任
状
の
提
示
が
必
要
）

縦
覧
で
き
る
も
の
　
固
定
資
産（
土
地
・
家

屋
）の
価
格
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
縦
覧
帳

簿
の
自
己
所
有
以
外
の
固
定
資
産
評
価

額
。
た
だ
し
、
課
税
に
関
す
る
部
分
は

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

閲
　
覧
　
納
税
義
務
者
自
身
が
所
有
す
る

固
定
資
産
に
つ
い
て
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
事
項
を
確
認
で
き
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
１
日（
水
）〜

と
こ
ろ
　
税
務
課

閲
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
、
同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人
ま

た
は
代
理
人（
委
任
状
の
提
示
が
必
要
）

閲
覧
で
き
る
も
の
　
本
人
所
有
資
産
の
課

税
に
関
す
る
台
帳

※

借
地
・
借
家
人
お
よ
び
固
定
資
産
を
処

分
す
る
権
利
を
有
す
る
一
定
の
方（
賃
貸

借
契
約
書
ま
た
は
選
任
書
な
ど
の
提
示

が
必
要
）は
、
そ
の
使
用
ま
た
は
収
益
の

対
象
と
な
る
資
産
の
部
分
に
限
り
、
課

税
に
関
す
る
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

手
数
料
　
１
通
２
０
０
円（
４
月
30
日
ま
で

は
無
料
。
た
だ
し
、
借
地
・
借
家
人
な

ど
の
方
は
有
料
）

※

縦
覧
、
閲
覧
と
も
、
申
請
の
際
に
来
庁

さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
運

転
免
許
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は

健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
税
務
課

　
市
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と

連
携
・
協
働
し
て
、
地
域
全
体
で
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
や
学
校
の
た
め
に
力

を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
で
き

る
範
囲
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

活
動
内
容（
小
学
校
）

○
安
全
支
援（
登
下
校
時
の
あ
い
さ

つ
・
見
守
り
・
引
率
補
助
な
ど
）

○
学
習
支
援（
授
業
補
助
、
調
理
・
ミ

シ
ン
実
習
・
彫
刻
刀
の
指
導
の
補

助
、
校
区
探
検
の
引
率
補
助
、
特

別
支
援
学
級
の
補
助
な
ど
）

○
環
境
支
援（
除
草
作
業
、
花
壇
の
整

備
、
修
繕
作
業
な
ど
）

○
図
書
室
支
援（
図
書
整
備
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
ア
ド
バ
イ
ス（
司
書
資
格
を

お
持
ち
の
方
の
み
）、
本
の
修
繕
、

整
理
な
ど
）

○
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援

活
動
内
容（
中
学
校
）

○
安
全
支
援（
登
下
校
時
の
あ
い
さ

つ
・
見
守
り
・
引
率
補
助
な
ど
）

○
学
習
支
援（
授
業
補
助
、
補
充
学

習
、
日
本
語
指
導
の
必
要
な
生
徒

へ
の
学
習
支
援
、
特
別
支
援
学
級

の
補
助
な
ど
）

○
図
書
室
支
援（
本
の
修
繕
、
整
理
な

ど
）

○
環
境
支
援（
除
草
作
業
、
花
壇
整

備
、
修
繕
作
業
な
ど
）

○
部
活
動
支
援

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
学
校
と
の

話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
活
動
内
容

や
活
動
時
期
な
ど
を
決
め
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
指
定
の
申
込
書（
生
涯
学
習

課
　
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生

涯
学
習
課
へ
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
市
内
中
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
分
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考

え
行
動
で
き
、
社
会
の
中
で
自
分
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
み

つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
　
中
学
校
で
職
業
講
話
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
、
中
学
生
の
職
場
体
験
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
る
企
業

申
込
み
　
職
業
講
話
に
つ
い
て
は
指
定
の
申

込
書（
生
涯
学
習
課
　
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
涯

学
習
課
へ
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
職
場
体
験
受
け
入
れ
企
業
に
つ
い
て

　
は
、
生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
土
曜
英
語
教
室
』支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
・
閲
覧

第１子 全部支給
一部支給
全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

42,910 円
42,900 円～ 10,120 円

10,140 円
10,130 円～ 5,070 円

6,080 円
6,070 円～ 3,040 円

43,160 円
43,150 円～ 10,180 円

10,190 円
10,180 円～ 5,100 円

6,110 円
6,100 円～ 3,060 円

特別児童扶養手当月額

児童扶養手当月額

１級
２級

52,200 円
34,770 円

52,500 円
34,970 円

令和 2年 4月～

特別障害者手当・障害児福祉手当・経過的福祉手当月額

特別障害者手当
障害児福祉手当・経過的福祉手当

令和２年３月分まで
27,200 円
14,790 円

令和２年４月分から
27,350 円
14,880 円

改定額
＋150円
＋90円

　令和２年４月分から、次のように改定されます。

平成 31年 4月～
令和 2年 3月

第２子加算額

第３子以降加算額

平成 31年 4月～令和 2年 3月 令和 2年 4月～
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みんなでやろうよ！
田んぼアート！！

北なごやパペットフェスタ２０２０　ポスターデザイン募集北なごやパペットフェスタ２０２０　ポスターデザイン募集歴史民俗資料館 企画展
モノのウチガワ展 いろんなモノの内側の世界 　今年のパペットフェスタは、8月 22日（土）・23日（日）に開催し、名古屋芸術大学アートスクエア（文化

勤労会館）で約 30の人形劇団が一堂に会し、人形劇を上演します。楽しい人形劇のお祭りをイメージした、
子どもがわくわくするような夢のあるデザインをお待ちしています。
規　格
○Ａ４サイズたて（縦 297ｍｍ、横 210ｍｍ　カラー）
○「人形のまち北なごやパペットフェスタ 2020」のタイトルを表記
○開催日やチケット販売に関する文字データを入れるスペース（紙面の 3分の 1程度）を想定したデザイン
○作品の裏面に、住所、氏名（ふりがな）、年齢、職業（学校名・学年）、電話番号を記入
○パソコンなどで作成した場合も、データではなく必ず印刷物を提出
○応募は 1人 1点
応募方法
　５月１日（金）までに、郵送または生涯学習課　へ直接お持ちください（電子メール不可）。
郵送先　〒481-8501（住所不要）
  　　　北名古屋市役所生涯学習課内　「北なごやパペットフェスタ実行委員会」宛
結果発表
　６月上旬に応募者全員へ結果を郵送でお知らせします。採用者は市ホーム
ページなどで発表します。
賞　金
○採用された方に 5万円（中学生以下の場合は同額分の図書カード）
○子どもグランプリ賞（中学生以下対象の特別賞）に図書カード
※作品の返却を希望する場合は、返信用封筒（切手貼付）に住所・氏名を記入
　し、一緒に提出してください。なお、採用作品に関するすべての権利は　
　パペットフェスタ実行委員会に帰属します。
問合せ　生涯学習課

　田んぼをキャンバスに見立ててカ
ラフルな稲を使い巨大な絵を描く「田
んぼアート」。今年も市役所東庁舎西
側の田んぼで行いますので、みなさ
んぜひご参加ください。
田植え体験会
と　き　６月 14日（日）
問合せ　商工農政課
※その他の日程や申込み方法などの
　詳細は、広報５月号の折込チラシ
　でお知らせします。

　普段の展示では見ることができない展示されているモノの内
側や裏側を見てみたいと思ったことはありませんか。
　電化製品の内部はどうなってる？あの箱の中身は？あの引き
出しには何が入ってた？
　そんな好奇心を満たすため、今回は通常の展示では見ること
のできないモノの内側を覗いていきます。モノの内側、裏側、
中身を見れば、使われ方や役割、仕組みや工夫も見えてきます。
　この展示会では、鑑賞の視点を内に向けることで、いろんな
モノの内側に広がる世界をじっくり観察し、外側を見るだけで
は得られない新鮮な発見や驚きをお楽しみください。

展示期間
4 月 18 日（土）～
6月 14日（日）

ところ・問合せ
歴史民俗資料館

　毎年大好評の～図書館は玉手箱！～を今年も開催します。
ぜひご家族でご参加ください。

～図書館は玉手箱！ 2020～
と　き　4月 25日（土）・26日（日）
　　　　午前 10時～午後３時
ところ　東図書館・歴史民俗資料館
内　容　ボランティアによる絵本の読み聞か
　　　　せ、紙芝居会、ストーリーテリングや
　　　　ワークショップなど

子ども司書体験
と　き　4月 25日（土）
　　　　①午前 10時～②午後 1時 30分～
ところ　東図書館　対　象　市内在住の小学生
定　員　各 6人（先着順）
内　容　カウンターでの仕事（貸出・返却など）の体験、
　　　　ブックカバーかけ、図書館探検
申込み　4月 18日（土）午前９時から東図書館へ。

その他
　○愛知教育大学人形劇サークルじゃんけんぽんによる「としょかん人形劇」（先着 120 人）
　○スタンプラリー（対象：小学生以下、2日間共通で先着 100 人までプレゼントあり）

詳細は、ホームページや図書館だよりをご覧いただくか、東図書館へお問い合わせください。
当日は、駐車場の混雑が予想されますので、あらかじめご承知おきください。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

４
月
６
日
〜
15
日

　
新
入
園
・
入
学
・
進
学
な
ど
に
よ
る
不
慣
れ

な
通
学
環
境
で
、
交
通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

○
自
宅
近
く
で
具
体
的
に
指
導

　
子
ど
も
の
事
故
は
自
宅
の
す
ぐ
近
く
で
多
く

起
き
て
い
ま
す
。
自
宅
周
辺
道
路
を
一
緒
に
歩

き
、
立
ち
止
ま
る
位
置
や
見
る
方
向
な
ど
安
全

な
行
動
を
子
ど
も
目
線
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
な
横
断
手
順
を
習
慣
化

　
飛
び
出
し
を
含
む
道
路
横
断
中
の
事
故
が
最

多
。
横
断
前
に
止
ま
り
、
左
右
を
よ
く
確
か
め
、

横
断
中
も
ま
わ
り
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
お
手
本
に

　
子
ど
も
は
大
人
の
ま
ね
を
し
ま
す
。
大
人
が
率

先
し
て
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

○
子
ど
も
を
見
た
ら
飛
び
出
し
を
予
測

　
子
ど
も
は
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
た
り
す
る
と
、
他
の
こ
と
が
目
に
入
ら
な

く
な
り
、
飛
び
出
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
車
の
死
角
を
警
戒

　
車
高
の
高
い
車
は
、
死
角
の
範
囲
が
広
が
り

ま
す
。
子
ど
も
が
い
そ
う
な
場
所
で
は
、
車
を

動
か
す
前
に
安
全
確
認
を
。

○
横
断
歩
道
の
手
前
で
徐
行

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
。
徐
行
で
き
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
横
断
し
よ
う
と
す
る

人
が
い
た
ら
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
防
災
交
通
課

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動 

４
月
１
日
〜
10
日

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

○
短
時
間
の
外
出
、
在
宅
中
、
就
寝
中
を
問
わ

ず
、
窓
や
ド
ア
の
カ
ギ
を
か
け
る
。

○
窓
や
ド
ア
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
す
る
。

○
不
審
者
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
、
地
域
ぐ
る

み
で「
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
」運
動
を
広
げ
る
。

自
動
車
盗
の
防
止

○
車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
短
時
間
で
あ
っ

て
も
施
錠
を
徹
底
す
る
。

○
車
両
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
固
定
装
置
、
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
な
ど
、
複
数
の
盗
難
防

止
装
置
を
取
り
付
け
る
と
効
果
的
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
他
人
に

伝
え
た
り
、
カ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
の
還
付
金

の
返
還
手
続
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。

○
子
ど
も
や
孫
か
ら
今
ま
で
と
違
う
電
話
番
号

を
教
え
ら
れ
た
ら
、
必
ず
変
更
前
の
番
号
に
か

け
て
確
認
す
る
。

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

○
子
ど
も
を
１
人
で
遊
ば
せ
な
い
。

○
女
性
の
１
人
暮
ら
し
を
悟
ら
せ
な
い
。

○
人
通
り
が
多
い
明
る
い
道
を
通
る
。

問
合
せ
　
防
災
交
通
課

「イメージキャラクター
　　　　　　サララちゃん」

中止中止

中止

12「広報北名古屋」  令和2年4月13 「広報北名古屋」  令和2年4月



愛知県後期高齢者医療制度協定保養所利用助成　

市民保養施設利用補助制度

使
用
済
小
型
電
子
機
器
の

回
収
品
目
を
変
更
し
ま
す

　表に該当する場合は、速やかに届出をしてください。特に国民健康保険の加入者が就職などで勤務先の
健康保険に加入したときや退職などにより勤務先の健康保険の資格を喪失したときは、14日以内に届出が
必要です。
加入の届出が遅れると・・・
　国民健康保険の資格は、他の保険の資格を喪失した日からとなります。そのため届出が遅れると、取得
日の属する月までさかのぼって保険税を納めなければなりません。さらに、届出日前の医療費が全額自己
負担となることがありますのでご注意ください。
喪失の届出が遅れると・・・
　勤務先の健康保険などに加入したときは、市役所で国民健康保険の資格喪失の手続きを行う必要があり
ます。国民健康保険の保険証で受診すると、国民健康保険が負担した医療費を後で返還していただくこと
になります。

　手続きは本人または同一世帯の家族の方はできますが、別世帯の親や兄弟などが行う場合は、委任状が
必要です。また、国民健康保険の届出や申請にはマイナンバーが必要となります。世帯主および該当する
方のマイナンバーがわかるものをご持参ください。届出を行う方は、本人確認ができるもの（運転免許証・
パスポートなど顔写真付きのものは 1点、保険証・年金手帳などは 2点必要）をご持参ください。なお、
マイナンバーカード（顔写真付）をお持ちの方は、本人確認ができるものは不要です。
問合せ　国保医療課

　被保険者のみなさんの健康の保持・増進を目的に、次の協定保養所に宿泊する場合、助成します。
　
４
月
か
ら
、
使
用
済
小
型
電
子
機

器
の
回
収
品
目
を
次
の
10
品
目
に
変

更
し
ま
す
。

回
収
品
目

　
携
帯
電
話
・Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
携
帯
音

楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
携
帯
映
像
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
電
子
手
帳
、
カ
ー
ナ
ビ
、
ゲ

ー
ム
機
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク（
外
部
記

憶
媒
体
）

回
収
方
法

　
西
庁
舎
１
階
渡
り
廊
下
・
東
庁
舎

総
合
案
内
横
に
あ
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス

に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
個
人
情
報
は
必
ず
消
去
し
、
電
池

を
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
度
回
収
し
た
も
の
は
返
却
で
き

ま
せ
ん
。

　
対
象
品
目
以
外
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ
　環
境
課

南知多町（鯛まつり）下呂市（噴泉池）

蒲郡市

江南市

豊田市

桑名市

東浦町

田原市

サンヒルズ三河湾

すいとぴあ江南

豊田市百年草

温泉ホーム　松ケ島

あいち健康の森
プラザホテル

シーサイド伊良湖

0533（68）4696

0587（53）5555

0565（62）0100

0594（42）3330

0562（82）0211

0531（35）1151

場　所 協定保養所名 電話番号

対　象　市内在住・在勤の方
補助内容　4月 1日～令和 3年 3月 31日の宿泊　
などに、1人年 1回補助します。
対象施設　次の協会などが指定する宿泊施設
　愛知県：南知多町観光協会、美浜町観光協会、
　　　　　新城市観光協会鳳来支部
　岐阜県：下呂温泉旅館協同組合、飛騨小坂観光
　　　　　協会
 　三重県：伊勢旅館組合、松阪市飯高地域振興局
　長野県：大桑村・大桑村商工会
　静岡県：天竜区観光協会春野支部
　福井県：越前町観光連盟
　新潟県：妙高ツーリズムマネジメント
　※対象となる宿泊施設の一覧は、生涯学習課　、
　　東公民館、名古屋芸術大学アートスクエア（文
　　化勤労会館）にあります。市ホームページでも
　　ご覧いただけます。
補助額
ホテル・旅館・民宿など
　　大人〔中学生以上〕 2,000 円 （1,000 円） 
　　小人〔3歳～小学生〕 1,000 円
野外施設
　　バンガローなど 500 円 （　250 円） 
　　テント 300 円 （　150 円） 
※市内在勤の方は（　）の金額です。

利用方法
1　予約
　直接、宿泊施設へ電話やインターネットなどで
宿泊の予約をしてください。
　※インターネットの宿泊情報サイトなどからご
　　予約された場合、この制度を利用できないこ
　　とがありますので、施設にご確認ください。
2　申請・交付
　申請書に①利用日②施設名③利用者全員の住所・
氏名などを記入し、宿泊 3日前までに生涯学習課
　または名古屋芸術大学アートスクエア（文化勤労
会館）へ提出し、利用補助券を受け取ってくださ
い。
※運転免許証など、申請者の本人確認ができる書
　類が必要です。また、市内の事業所に勤務され
　ている方は、在勤証明書が必要です。
※団体などでご利用の場合は、翌日以降の交付に
　なることがあります。
3　補助券提出
　利用補助券をチェックイン時に施設へ提出し、
精算時に補助金額を除いた額（差額のみ）をお支払
いください。

  本市と契約した観光協会などの指定施設での宿泊などに補助しています。申込みは、生涯学習課　または
名古屋芸術大学アートスクエア（文化勤労会館）へ。

利用方法　申込時に協定保養所へ「愛知県後期高齢者医療の
　　　　　被保険者」であることを伝え、宿泊当日、保養所
　　　　　の窓口で後期高齢者医療の保険証と利用カード
　　　　　（初回利用時に保養所で交付）を提示してくださ
　　　　　い。精算時に利用料金に対し助成します。
利用期間　4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日の 1 年間で、全
　　　　　保養所あわせて 4泊まで　
助成額　1人 1泊につき 1,000 円
問合せ　愛知県後期高齢者医療広域連合給付課
　　　　　 052（955）1205

国民健康保険の届出を忘れずに！

国民健康保険に
入るとき

国民健康保険を
やめるとき

他の市町村から転入した ー
届出が必要なとき 手続きに必要なもの

勤務先の健康保険をやめた、
またはその扶養家族でなくなった 健康保険の資格喪失証明書

子どもが生まれた
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書

ー

他の市町村へ転出する 保険証

勤務先の健康保険に入った、
またはその扶養家族になった

死亡した
生活保護を受けることになった

国民健康保険と
勤務先の健康保険の保険証

保険証
保険証、保護開始決定通知書

住所、世帯主、氏名などが変わった 保険証
保険証をなくした、破損した
修学のため、他の市町村へ転出する 保険証、在学証明書

ーその他

※その他の持ち物：マイナンバーのわかるもの（新生児は除く）、本人確認ができるもの
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　代理受領制度とは耐震改修工事などを実施した工事施工者が、申請者の委任を受け、補助金の受領を代
理で行うことができる制度です。この制度を利用することで、申請者は工事費と補助金の差額分のみを用
意すればよくなり、当初の費用負担を軽減することができます。制度の詳細は施設管理課にお問い合わせ
ください。

木造住宅無料耐震診断
対象住宅
　昭和 56年 5月 31 日以前に着
工された木造住宅（在来軸組構法
および伝統構法の戸建て、長屋、
共同住宅、併用住宅で貸家を含
む）
建物規模等　2階建て以下
対　象　住宅の所有者
募集数　30棟（先着順）

非木造住宅耐震診断費補助
対象住宅　　
　昭和 56年 5月 31 日以前に着
工された非木造住宅（鉄筋コンク
リート造、鉄骨造などの戸建て、
長屋、共同住宅、併用住宅で貸
家を含む）
建物規模等　戸建て（戸建て以外
の場合はご相談ください）
対　象　住宅の所有者
補助額　最大 9万円
募集数　2棟（先着順）

　無料耐震診断や耐震改修費の補助などを行っています。今年度から更なる耐震化促進のため、木造住宅
除却工事費の補助制度を創設しました（いずれも令和３年２月末までに診断・工事が完了するもので、契約
前に申請されたものに限る）。なお、無料耐震診断を受けた方を対象に、10月頃に改修方法などについて
の無料相談会も実施予定です。申込みは、いずれも 4月 20日（月）からです。

施設管理課からのお知らせ

代理受領制度の導入のお知らせ

民間住宅耐震補助事業のお知らせ

問合せ　施設管理課

市の無料耐震診断を受けた方が対象

木造住宅耐震改修費補助
対象工事　　
　市の木造住宅無料耐震診断で
倒壊のおそれがあると判定され
た住宅の耐震工事および耐震工
事に伴う附帯工事（判定値を 1.0
以上かつ 0.3 加算した数値以上
とする）。
補助額　最大 100 万円
募集数　5棟（先着順）

木造住宅段階的耐震改修費補助
対象工事　
　市の木造住宅無料耐震診断で
判定値が 0.4 以下の住宅につい
て判定値を 0.7 以上 1.0 未満と
する工事。
補助額　最大 60万円
募集数　1棟（先着順）

木造住宅耐震シェルター整備費
補助
対象工事　　
　65 歳以上または身体障害者
手帳などの交付を受けた者が居
住し、市の木造住宅無料耐震診
断で判定値が 0.4 以下の住宅へ
の耐震シェルターの設置工事。
補助額　最大 25万円
募集数　1基（先着順）

木造住宅除却工事費補助（新規）
対象工事　
　前年度までに市の木造住宅無
料耐震診断で倒壊のおそれがあ
ると判定された住宅の除却工
事。
補助額　最大 20万円
募集数　5棟（先着順）

● 代理受領者制度のイメージ（例：木造住宅耐震改修工事費が 250万円の場合）

申請者 工事施工者

市

申請者 工事施工者

市

補助金100万円
補助金100万円

150万円

通常 代理受領制度

250万円

費用負担を軽減！

空家解体費を補助します
　老朽化した家屋は、強風などで倒壊することがあります。老朽化が特に著しいと市が認めた空家の
解体費の一部を補助します。ただし、令和３年１月末までに解体工事が完了するものに限ります。

対象住宅　次に掲げるすべての要件を満たすもの。
　⑴　市内に存する１年以上使用されていない空家で、２分の１以上が居住の用に供されていたもの
　　　であること。
　⑵　木造であること。
　⑶　住宅地区改良法に規定する不良住宅と同等の空家であること。
　　　（主に著しく老朽化した空家が対象になります）
　⑷　個人が所有する空家であること。
　⑸　所有権以外の権利が設定されていない空家であること。
　　　交付には条件があります。詳細は施設管理課までご相談ください。

補助額　最大 20万円　募集数　5棟
申込み　4月 20日（月）から施設管理課　へ。

ブロック塀等除却費を補助します
　地震によるブロック塀などの安全対策を推進するため、市の定める道路に面するブロック塀などの撤
去に要する費用の一部について予算の範囲内において補助をします。ぜひ、ご活用ください。なお、す
でに撤去済みのものについては補助できません。工事契約前に申請が必要となります。また、令和３年
２月末までに撤去工事が完了するものに限ります。

補助対象
○市の定める北名古屋市地域防災計画で定められた避難所などへ至る経路に面するブロック塀などであ
　ること（指定箇所の詳細は、お問い合わせください。）
○道路からの高さが１メートル以上で、組積造の部分が 60センチメートル以上のもの
補助額
「撤去に要した費用」と「撤去したブロック塀などの延長に１メートル当たり１万円を乗じて得た額」のい
ずれか少ない額の 3分の２の額で、最大 15万円

申込み　4月 20日（月）から施設管理課　へ。

空き家活用相談員の現地派遣を始めます
　空き家所有者から、市に提供された相談内容をもとに空家に関する専門知識をもった相談員を現地
派遣し、簡易的な目視調査および聞取り調査を行い、以下の情報提供を行います。お持ちの空き家を
今後どうしたらよいかお困りの方はぜひ一度ご利用ください。
　⑴　空き家または空き地の状態から活用方法などの提案
　⑵　賃貸・売買・適正管理などの取引動向
　⑶　リフォーム・増改築・解体などの取引動向
　⑷　専門業種の紹介
　⑸　その他相談内容に関する事項
相談料金　無料（詳細な調査などを希望する場合には、別途契約などが必要）
※市と協定を結んだ（公社）愛知県宅地建物取引業協会の相談員が現地に伺います。なお、相談業務内
　では営業行為を行いません。
申込み　「空き家の有効活用等に関する相談申込及び情報提供同意書」にご記入のうえ、施設管理課　
へ持参、郵送のいずれかで申込んでください。
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4 今月のカレンダー
2020
April

　振替ができるよう預貯金
額の確認をお願いします。

催し ★　　講座 ▲　　相談 ■ ➡は掲載ページ、○内の数字は前月以前の掲載月号を表します。

市役所西庁舎、東庁舎、東庁舎分館 （22）1111
名古屋芸術大学アートスクエア（文化勤労会館） （25）5111
東公民館 （22）4560
東図書館・昭和日常博物館(歴史民俗資料館) （25）3600
西図書館 （25）6406
健康ドーム （23）7006
健康ドーム子育て支援センター （22）0212
保健センター （23）4000
総合体育館 （24）0661

総合福祉センターもえの丘 （26）2888
社会福祉協議会本所 （25）8500
東子育て支援センター （26）7763
西子育て支援センター （25）5155
南子育て支援センター （22）5677
北子育て支援センター （22）5517
児童センターきらり （27）3370
ファミリー・サポート・センター （22）7601

公共施設などの連絡先

救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」  （81）1133　「あいち救急医療ガイド」www.qq.pref.aichi.jp/

受付時間（9:30～ 11:30）歯 科

すずらん歯科矯正歯科
052（982）8302

清須市

水野五条歯科 北名古屋市（21）4488

さかい歯科口腔外科医院
052（401）1182

清須市

鬼頭西市場歯科医院
052（400）0770

清須市

えきまえ歯科 北名古屋市（25）2000

あおばファミリー歯科こども歯科 北名古屋市（54）2203

井上歯科医院 北名古屋市（23）2633
鬼頭歯科医院 清須市052（400）3056
おぎた歯科医院 北名古屋市（21）4777

※急きょ変更となる場合がありますので、当番医または西名古屋医師会・歯科医師会ホームページでご確認のうえお出かけください。

 

▲子ども柔道教室➡P.25
　（4/25まで全6回）
▲剣道体験教室➡P.25
　（5/30までの毎週土曜日）

★総合体育館インストラクター
　指導➡P.24
▲パパママ教室➡P.25

★西春日井地域「福祉の店」➡P.24 ★西春日井地域「福祉の店」➡P.24

★西春日井地域「福祉の店」➡P.24

▲パパママ教室➡P.25 ▲伝統芸能体験教室（篠笛）➡P.25
　（6/30までの毎週火曜日）

★おはなしタイム➡P.21★総合体育館　体力測定➡P.24 ★総合体育館インストラクター
　指導➡P.24

昭和の日

★クローバーの日➡P.24
★西春日井地域「福祉の店」➡P.24

★いきいき健康クラブ定例会
　➡P.24
★西春日井地域「福祉の店」➡P.24

★さくらんぼタイム➡P.21
★西春日井地域「福祉の店」➡P.24
★総合体育館インストラクター
　指導➡P.24
■職業適性検査・就職相談➡P.33

★赤ちゃんタイム➡P.21

★はじめましての会＆プレママ
　タイム➡P.21

★総合体育館インストラクター
　指導➡P.24

★ほっとひといきリフレッシュ
　➡P.24

■行政相談➡P.33 ★おはなしタイム➡P.21
★総合体育館インストラクター
　指導➡P.24
▲離乳食講習会（入門編）➡P.25

5
May 来月の予定

催　し ページ 催　し ページ

10
（日）

14
（木）

25

26

▲バドミントン教室
※5/31までの毎週日曜日

▲回想法スクール
※7/2までの毎週木曜日

▲要約筆記入門講座
※6/27までの毎週土曜日

■職業適性検査・就職相談

16
（土） 26

20
（水） 33

４月の納税・納付など

固定資産税・都市計画税
第１期・前納

第１期介護保険料

問合せ　収納課

納期限：4月３０日（木）

保育料・児童クラブ利用料

窓口払・口座振替の方は
納め忘れがないように

振替日：４月２３日（木）

問合せ　児童課

　市税などの納税・納付に
は、便利で確実な口座振替
をご利用ください。
※引落しは申請日の翌月末
　以降となります。

４月分

火曜日　▲お手軽ボール教室➡P.25
水曜日　★うたの日➡P.21
木曜日　▲やさしいエアロビクス教室➡P.25
土曜日　★小・中学生総合体育館無料開放➡ P.24

　新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、西春日井東部休日診療所・同
西部休日診療所、外科輪番での診療はしばらくの間休止し、この間は、下記の
医療機関での診療となります。

※診療再開については、決まり次第、西名古屋医師会、西春日井広域事務組
　合ホームページでお知らせします。

西春日井東部・西部休日診療所、
外科輪番の診療休止に伴う対応

◆外科・一般的な救急診療
済衆館病院
（鹿田西村前111）
（21）0811

◆発熱、咳など、呼吸器症状
はるひ呼吸器病院
（清須市春日流8-1）

052（400）7111

4/5
（日）

12
（日）

19
（日）

26
（日）

6
（水・休） 

5
（火・祝） 

4
（月・祝） 

5/3
（日・祝） 

29
（水・祝） 

18「広報北名古屋」  令和2年4月19 「広報北名古屋」  令和2年4月

木 金

9 10 11

16 17 18

23 24 25

5

3/31 4

6 7

1 2 3

8
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日 土月 火 水

5/1 5/2

毎週開催



に関する相談子ども子育て教育

相談名 相談方法 と　き（祝・休日および12/29
～1/3を除く） ところ・問合せ・申込み

■子育てコンシェルジュ
【前日までに予約必要】
妊婦や0歳～未就学児の保護者のニーズに合わ
せた各種案内や相談

いじめや不登校などの家庭教育上の悩みをもつ
児童や生徒、保護者などの相談に応じます。

児童課

電話
面談

電話

電話
面談

電話
面談

電話
面談

月～金　9:30～12:00、
　　　　13:00～16:00 西子育て支援センター（児童センターきらり内）

　（25）5155

■子育て相談【面談は予約制】 月～金　9:00～16:00 保健師・保育士による相談（電話・面談）、
言語聴覚士による発達相談（面談）　（22）5151

■家庭教育相談
月～金　9:00～16:00

小中学生のいじめや不登校など、学校教育に関
する悩みなどの相談に応じます。

■教育相談
火・木・金　9:00～16:00

「児童虐待では」と思われることがあったら、すぐ
にご相談ください。

■児童虐待相談
休日・夜間対応可

児童相談所虐待対応ダイヤル　１８９、愛知県中央児童・
障害者・相談センター　 ０５２（９６１）７２５０、または市役
所家庭支援課　 （22）１１１１

県では、子どもについての悩みをお持ちの方・
子ども本人の悩みの相談にも応じます。

■子ども・家庭１１０番
月～金　9:00～17:00 子ども・家庭１１０番　 ０５２（９５３）４１５２

■家庭・児童相談 月～金　8：30～17：15
■母子・父子自立支援相談

家庭支援課（　 分館）
家庭支援課（　 分館）

■子ども・若者総合相談
月～金　9：00～17：00
月～金　9：00～17：15 青少年センター（　 分館）

県教育委員会生涯学習課    ０５２（９６１）０９００

教育支援センター「パレット」（　 分館）　（２４）４１５２

月・水・金　10:00～16:00
■保護司による相談
薬物乱用・非行・家庭内暴力・ひきこもり・不登校
の相談に保護司が応じます。

西春日井更生保護サポートセンター　 
　080(2648)0809

健診・相談名 対象となるお子さん 実施日 受付時間
持ち物

母子健
康手帳

すこやか
手帳の
問診票

その他

●母子健康手帳発行

●４か月児健診

●10か月児健診

ー ー

ーー

ー

ー

○ ○

ところ　健康ドーム　　問合せ　保健センター

実施日に集団感染しやすい病気にかかっている方や、かかっている恐れのある方、また、実施日に来られない方はご連絡ください。

4/8（水）
・17（金）
・24（金）

9：40～
9：55
発行：
10：00～
10：30

12：45～
13：30

持ち物　妊娠届出書、マイナンバーカード（ない方は、
　　　　通知カードおよび本人確認のできる運転免
　　　　許証など）、筆記用具
内　容　手帳の使い方や妊娠中の過ごし方などの説
　　　　明

令和元年12月1日～
20日生まれ

令和元年6月1日～
20日生まれ

持ち物　バスタオル
内　容　健診、離乳食の話
※健診終了後に離乳食講習会（入門編）を行います。

持ち物　バスタオル
内　容　健診、離乳食の話、歯の話、ブックスタート
　　　　（絵本の読み聞かせ）

●１歳６か月児健診
持ち物　バスタオル、歯ブラシ1本、タオル
内　容　健診、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
※歯を磨いてきてください。

○ ○
●２歳６か月児むし歯
　予防教室

○

○

○●３歳児健診（※）

4/3（金）

4/28（火）

令和元年6月21日～
7月10日生まれ 5/12（火）

12：45～
13：30

4/17（金）

4/2（木）
5/7(木）

4/22（水）

4/9(木）

4/16（木）

9：30～
10：45

平成30年9月1日～
20日生まれ
平成30年9月21日～
10月10日生まれ

平成30年4月生まれ
平成30年2・3月生まれ

平成29年10月生まれ
4/30（木）平成29年9月生まれ

平成29年3月11日～
31日生まれ

4/23(木）平成29年4月1日～
20日生まれ

持ち物　視力・聴力検査結果票、バスタオル、
　　　　歯ブラシ１本、タオル
内　容　健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布、親子遊び
　　　　※歯を磨いてきてください。

内　容　健康相談、栄養相談、心の相談、血圧測定、
　　　　尿検査、健診結果説明

内　容　身体計測、個別相談

●２歳児むし歯予防
　教室 9：15～

10：00

持ち物　バスタオル、歯ブラシ２本、タオル
内　容　むし歯予防のお話、歯科健診、染め出し、
　　　　フッ化物塗布、個別相談
※歯を磨いてきてください。

■育児相談・栄養相談
■母乳相談(要予約)

○4/15（水）
・24（金）

9：30～
11：00■発達相談（予約制）

4/8（水） 14：00～
15：30

■成人健康相談・
　心の健康相談
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてください。また、当日会場で尿検査を行います。 ○乳幼児健診・むし歯予防教室は1時間30分～ 2時間ほどかかります。

母子 人成保健事業 保健事業

4/24（金）

子育てに関する
詳しい情報は、
「北名古屋子育
てポータルサイ
ト」をご覧くだ
さい。

子育て情報子育て支援センター

赤ちゃんタイム

はじめましての会＆プレママタイム
と　き　4月 22日（水）午後 1時 30分～ 3時
ところ　東子育て支援センター
　　　　西子育て支援センター
内　容　親子ふれあい遊び、育児相談、先輩ママ
　　　　との交流会など
対　象　子育て支援センターを初めて利用する親
　　　　子、妊婦

と　き　4月 14日（火）午後 1時 30分～ 3時
ところ　北子育て支援センター
　　　　南子育て支援センター
内　容　親子ふれあい遊び、交流会、育児相談など
対　象　1歳前までの乳児とその保護者、妊婦

さくらんぼタイム
と　き　4月 15日（水）午後 1時 30分～ 3時
ところ　東子育て支援センター
内　容　交流会、親子ふれあい遊び、育児相談など
対　象　就園前の多胎児と保護者、多胎児を妊娠
　　　　中の妊婦

おはなしタイム
　就園前の乳児親子を対象に、ボランティアグル
ープの方が絵本を読んでくれます。
○北子育て支援センター
　4月 10日（金）午前 11時 15分～ 11時 45分
○東子育て支援センター
　4月 24日（金）午前 11時 30分～正午
○西子育て支援センター
　4月 24日（金）午前 11時 15分～ 11時 45分

うたの日
　地域のみなさんと一緒に季節の歌やふれあい遊
びなどを行っています。
○南子育て支援センター
　毎週水曜日　午前 11時 30分～
※詳しくは南子育て支援センターにお問い合わせ
　ください。
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鹿
田
児
童
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

　
ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
４
月
は
新
し
い
環
境
へ
の
希
望
や
期
待
が
膨

ら
む
反
面
、「
新
し
い
環
境
で
お
友
だ
ち
と
仲

良
く
で
き
る
か
な
？
」「
育
児
と
仕
事
の
両
立

は
う
ま
く
い
く
か
な
？
」な
ど
不
安
に
思
う
気

持
ち
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
鹿
田
児
童
館
で
は
、
午
前
中
の
乳
幼
児
親

子
さ
ん
対
象
の「
親
子
で
遊
ぼ
う
！
」や「
な
か

よ
し
キ
ッ
ズ
」で
マ
マ
友
づ
く
り
や
育
児
相
談
、

新
１
年
生
対
象
の「
１
年
生
を
お
祝
い
し
よ

う
！
」で
お
友
達
作
り
、
就
労
家
庭
の
子
対
象

の「
登
録
制
お
弁
当
タ
イ
ム
」で
育
児
と
仕
事

の
両
立
を
カ
バ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

や
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
で
始
ま
っ
た

「
進
級
の
お
祝
い
を
し
よ
う
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト

で
、
お
や
つ
作
り
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
仲
間

作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
館
は
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
幅
広

い
年
齢
の
子
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な「
遊
び
」

を
通
じ
て
異
年
齢
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
深

め
た
り
、
子
ど
も
達
の
自
主
性
や
創
造
性
、

社
会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

地
域
の
居
場
所
で
す
。
マ
マ
は
も

ち
ろ
ん
、
パ
パ
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と一
緒
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ッ

ピ
ー
子
育
て
に
鹿
田
児
童
館
を

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　

問
合
せ
　

　
鹿
田
児
童
館　
（
22
）５
６
５
４

子育て支援センターについて
　子育て支援センターでは、いつでも気軽に集え
る遊び場として広場や園庭を開放しています。予
約は不要です。はじめての方でも、子育て支援セ
ンターを利用できます。ぜひ遊びにきてください。
《各子育て支援センター　開館時間》
平日　午前 9時～午後 4時（貸切の場合もあり）
<西子育て支援センターは、午前 9時 30 分～午
後 4時>
※広場でのあそびは午後 3時までです。午後 3時
　～4時は、個別相談などを受け付けます。

お知らせお知らせ
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archaeologia（アルカエオロギア）＝ラテン語で「考古学」の意。
「キタナゴヤ×アルカエオロギア」に関連する資料を東図書館1階展示ケース・2階ロビー展示スペースで展示しています。

Photo×Reportふ ぉ と れ ぽ  

2
3
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24

　１月 26 日の文化財防火デーを前に、高田寺で防
火訓練が行われました。訓練は、本堂からの出火を
子どもが発見したという想定で始まりました。本堂
の周囲に設置する放水銃から屋根を覆うように放水
し、その後、消防ポンプ車も消火に加わりました。
　柴田真成住職は「いかに防火するかが大切。重要な
文化財を後世に残していくことが使命です」、東消防
署の塚本としき副署長は「昨年はフランスのノートル
ダム寺院や沖縄の首里城の焼失が起きました。みん
なの力で国の宝を守っていきたい」と話しました。

文化財防火デーを前に防火訓練

　稲沢市で国府宮のはだか祭が行われ、市内でも、自
治会ごとで集まった、ふんどしと白足袋をつけただけ
の男たちが威勢よく国府宮神社へ向かいました。
　この祭は正式には儺追神事といい、毎年旧正月 13
日に行われています。地域のみなさんの祈念を込めた
布を結びつけた儺追笹を捧げ、「ワッショイ！ワッショ
イ！」という声とともに市内を通り抜けていきました。

    文化勤労会館で第８回アジア太平洋フェ
スティバルが行われました。今年はインドネ
シアにスポットを当てました。民族衣装のフ
ァッションショーや、インドネシアの大衆音
楽であるダンドゥット演奏は、来場していた
インドネシア人には懐かしく、日本人には新
鮮なもので大きな盛り上がりを見せました。

寒空の下 裸男が国府宮神社へ

インドネシアの文化で大盛況

今
月
の
催
し

東
図
書
館

●
お
話
会

　
４
月
18
日（
土
）午
前
11
時
〜

●
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　
４
月
19
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜

　
東
図
書
館

西
図
書
館

●
お
話
会

　
４
月
11
日（
土
）・
18
日（
土
）・
25
日

（
土
）午
前
11
時
〜

　
西
図
書
館

東
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書
館
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日
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博
物
館
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時
休
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部
の
改
修
工

事
の
た
め
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時
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し
て
い
ま
す
。 

４
月
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木
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で
は
臨
時
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す

※

４
月
６
日（
月
）・
13
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月
）を
除
く

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

臨
時
窓
口
で
行
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サ
ー
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○
予
約
資
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の
貸
出

○
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の
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却

○
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書
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券
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・
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手
続
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書
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昭
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日
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博
物
館

１
日（
水
）〜
17
日（
金
）、
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
30
日（
木
）
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書
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月
）・
13
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月
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月
）・

27
日（
月
）・
30
日（
木
）

 みんなで鬼たちを追い払え
　弥勒寺保育園で
は節分の豆まきが
行われました。
　園庭に３人の赤
鬼と青鬼が次々と
現れると、園児ら
は２歳児以上の年
齢ごとに分かれて
「鬼は外、福は内」
と大きな掛け声を
上げながら、みん
なで鬼に向かって
力いっぱい豆を投
げつけました。
　鬼が近づいてく
ると、元気よく鬼
たちに立ち向かっ

ていく園児、怖がって後ずさりしてしまう園児など、
反応はさまざま。最後は、園児みんなの団結力で豆を
まいて鬼たちを園から追い出すことに成功し、「やった
ぁ」と大喜びの歓声が上がっていました。

2
8

2
6

2
12

園児ら、雪あそびで大喜び
   暖冬傾向で市内では
雪がほとんど見られな
い中、本市と災害時相
互応援協定を締結して
いる新潟県妙高市から
雪が届けられました。
市建設業協議会のみな
さんは、11 トントラ
ック６台を使用し、妙
高高原から雪を運び、
園児の保護者のみなさ
んと一緒に、園庭に雪
の滑り台を作りました。
　九之坪保育園では、
お礼のセレモニーを開

催し、その後、園児たちは、雪の滑り台などで思いっ
きり滑ったり、雪をボールみたいに丸めたり楽しく遊
びました。

　遠い過去からの人々の営みと自然の営為が偶然・
必然的に、複雑に積み重なることにより、現在の私
たちが目にし、触れ、感じることができる歴史や文
化が紡がれてきた…。いにしえから積み重ねられて
きた人々と自然の営み＝「営みの積層」の上に現在の
私たちの暮らしのステージがあると言えます。
　北名古屋市にも過去の人々の営みの痕跡、考古学
で言う「遺跡」が市内各所に残されています。この「キ
タナゴヤ×アルカエオロギア」では、市内の主要遺
跡の発掘調査の成果をもとに、「北名古屋」という地に
刻まれた歴史、過去の人々の営みの積層を考古学の
視点で紐解いていきます。
　初回となる今回は、市域内最古の遺跡である堤下
遺跡を取り上げます。小牧市に境を接する熊之庄堤
下地区で発見された遺跡であり、地形的には小牧市
方面から伸びる低位段丘の末端に立地しています。
1989 年、1991 年に行われた発掘調査により、縄文
時代中期後半の縄文土器、石斧（せきふ）や石鏃（せき
ぞく）などの石器、底に土器の破片を敷いた石で囲っ
た炉の跡「石囲炉（いしがこいろ）」などが発見されて
います。
　明確な竪穴住居の痕跡は発見されていませんが、
石囲炉があることから、小規模なグループでの定住
生活の場として利用されていたことが推測されます。
尾張地方の低地帯では縄文時代中期の遺跡の発見例
は少なく、堤下遺跡は当時の人々の低地での暮らし
の様子をうかがう上で重要な資料となっています。

石囲炉は直径50cm
ほどで、発見時には
炉の底を敷き詰める
ように縄文土器の破
片が覆っていた。

堤下遺跡発掘調査
の状況。矢印が指
す位置で自然石で
囲った石囲炉（いし
がこいろ）が発見さ
れた。

石囲炉の中から発見さ
れた縄文土器。
口径約32cm。

黒曜石製の石鏃（せきぞく）。
左：長さ約2.8cm。

図
書
館
・
昭
和
日
常
博
物
館
の

４
月
の
休
館
日

なおい　しん　じ

中止中止中止

22「広報北名古屋」  令和2年4月23 「広報北名古屋」  令和2年4月
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４
月
15
日（
水
）〜
20
日（
月
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
ア
ピ
タ
名
古
屋

空
港
店
３
階
　
西
春
日
井
地
域
の
障

害
者
施
設
で
作
っ
た
手
芸
品
、
花
や

野
菜
の
苗
、
陶
芸
作
品
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
の
販
売
　
尾
張
中
部
福
祉
の
杜

　（
22
）１
１
２
３

　
４
月
27
日（
月
）午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
五
条
の
里
　
介
護
を
し
て
い

る
人
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
・
気

分
転
換
の
た
め
の
催
し
や
勉
強
会
　

介
護
を
し
て
い
る
方（
介
護
を
受
け
て

い
る
ご
本
人
も
一
緒
に
参
加
い
た
だ

け
ま
す
）　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

（
高
齢
福
祉
課
　
内
）

　
５
月
〜
令
和
３
年
２
月
の
全
20
回

　
健
康
ド
ー
ム
１
階
研
修
室
◆
コ
ー

ス
＝
韓
国
語
基
礎（
第
１
、
３
木
曜

日
：
午
後
７
時
〜
８
時
45
分
）、
英
会

話
基
礎（
昼
）（
第
２
、
４
月
曜
日
：
午

前
10
時
〜
11
時
45
分
）、
英
会
話
応
用

（
第
２
、
４
水
曜
日
：
午
後
７
時
〜
８

時
45
分
）、
英
会
話
基
礎（
夜
）（
第
２
、

４
金
曜
日
：
午
後
７
時
〜
８
時
45
分
）

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
各
講
座

30
人（
先
着
順
）　
一
般
：
年
１
万
４

０
０
０
円
、
会
員
：
年
１
万
１
０
０

０
円
　
受
講
料
を
持
っ
て
国
際
交
流

協
会
事
務
局
　
へ
。

※

詳
細
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
事
務
局
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申

　
込
み
が
15
人
以
下
の
場
合
は
開
講

　
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
７
日
〜
６
月
30
日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
６
時
〜
９
時
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室
　
無
料
　
篠

笛
の
会「
笛
吹
童
子
」　
０
９
０（
２
７

７
０
）７
９
０
３（
佐
藤
）

　
５
月
10
日
〜
31
日
の
毎
週
日
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午（
全
４
回
）　
師
勝

東
小
学
校
体
育
館
　
10
人（
先
着
順
）

　
高
校
生
以
上
の
方
　
１
０
０
０
円

（
短
期
ス
ポ
ー
ツ
保
険
加
入
費
含
む
。

５
月
10
日
に
徴
収
）　
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト（
貸
出
し
有
）、
運
動

の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　
４
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）に
市

体
育
協
会
事
務
局（
総
合
体
育
館
内
）

へ
。
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
０

８
０（
３
６
４
７
）４
８
８
４（
葛
城
）

へ
。

　
４
月
29
日（
水
・
祝
）午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
総
合
体
育
館
和
室
・

大
・
小
会
議
室
　
呈
茶
代
５
０
０
円

　
北
名
古
屋
市
茶
華
道
連
盟
　（
21
）

０
８
８
７（
柴
田
）

　
４
月
５
日（
日
）午
前
９
時
〜
　
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
東
側
　

野
菜
な
ど
の
販
売（
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。
環
境
保
護
の
た
め
、
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

寿
大
学（
東
地
区
） 

　
４
月
９
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
総
合
体
育
館

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会（
西
地

区
）

　
４
月
17
日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜

正
午
　
名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス

ク
エ
ア（
文
化
勤
労
会
館
）　
令
和
元

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

令
和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）・
予
算

（
案
）　
３
０
０
円
　
出
席
簿
　
高
齢

福
祉
課

ア
リ
ー
ナ

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

た
だ
し
、
18
日
は
除
く
。

多
目
的
ホ
ー
ル

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

た
だ
し
、
４
日
・
18
日
は
除
く
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

※

保
護
者（
１
人
）も
無
料
で
す
。
人

　
数
が
多
い
と
き
は
お
断
り
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
お
よ

　
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
室
内
用

　
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
ご
利
用
は
先
着
順
の
た
め
、
先
着

　
者
の
種
目
に
よ
っ
て
、
利
用
が
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
総
合
体
育
館

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
充
実
の
た
め
、

毎
月
第
３
土
曜
日
を
ク
ロ
ー
バ
ー
の

日
と
し
、
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
南

半
面
お
よ
び
多
目
的
ホ
ー
ル
を
障
害

を
有
す
る
方（
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
）に
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
４
月
18
日（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

　
総
合
体
育
館

　
４
月
26
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時
　
西
春
駅
前
商
店
街
　
う
ど
ん
、

み
た
ら
し
な
ど
の
模
擬
店
や
大
福
引

き
会
、
餅
つ
き
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
な
ど
　
文

英
社
　
０
９
０（
6
0
7
9
）0
6
9

7

催
　し

催
　し

北
名
古
屋
市
茶
華
道
連
盟
　

市
民
茶
会
・い
け
花
展

老
人
ク
ラ
ブ
　今
月
の
催
し

も
え
の
丘
青
空
市
場

西
春
日
井
地
域「
福
祉
の
店
」

西
春
駅
前
　春
の
楽
市

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

　
４
月
11
日（
土
）・
21
日（
火
）午
前

９
時
〜
午
後
１
時
、
５
日（
日
）午
後

１
時
〜
５
時
、
15
日（
水
）・
24
日

（
金
）午
後
５
時
〜
９
時

体
力
測
定（
予
約
制
）

　
４
月
９
日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後

１
時（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

　
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
中

学
生
１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
定
期

券
や
シ
ニ
ア
パ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
総
合
体
育
館

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

外
国
語
講
座

伝
統
芸
能
体
験
教
室（
篠
笛
）

大
人
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
験

教
室

　
日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ
る
剣

道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
４
日
〜
５
月
30
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30
分（
５
月
２

日
を
除
く
全
８
回
）　
総
合
体
育
館
剣

道
場
　
20
人
程
度（
先
着
順
）　
年
長

児
以
上
の
方
　
無
料（
各
自
で
ス
ポ
ー

ツ
保
険
加
入
の
こ
と
）　
運
動
の
で
き

る
服
装
　
当
日
会
場
で
受
付
　
師
勝

武
道
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
　

０
９
０（
６
７
６
５
）９
２
７
９（
恩

田
）へ
。

剣
道
体
験
教
室

　
４
月
24
日（
金
）①
午
後
２
時
15
分

〜
②
午
後
３
時
〜※

同
一
の
内
容
で

２
回
行
い
ま
す
。
４
か
月
児
健
診
後

に
行
う
た
め
、
多
少
時
間
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
健
康
ド
ー

ム
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
離
乳
食

の
始
め
方
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
目

安
に
つ
い
て
。
時
期
別
の
離
乳
食
の

試
食
も
行
い
ま
す
。
　
筆
記
用
具
　

　
不
要
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※

４
か
月
児
健
診
の
対
象
者
に
限
り

　
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
離
乳
食

　
を
始
め
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
お

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
講
習
会
　入
門
編

お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

　
健
康
ド
ー
ム
　
各
35
人（
先
着
順
）

　
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
　
健
康
ド

ー
ム
元
気
測
定
室

※

事
前
に
元
気
測
定「
か
ん
た
ん
コ
ー

　
ス
」で
自
分
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
年
に
１
回
、

　
別
途
５
０
０
円
）。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　
４
月
５
日（
日
）・
６
日（
月
）午
前

９
時
20
分
〜
正
午（
受
付
：
午
前
９
時

10
分
〜
９
時
20
分
）　
健
康
ド
ー
ム
健

康
増
進
広
場
　
１
日
目
：
父
親
の
役

割
、
沐
浴
・
お
む
つ
・
着
替
え
な
ど

実
習
、
ビ
デ
オ
学
習「
赤
ち
ゃ
ん
の
泣

き
の
特
徴
」、
夫
婦
で
考
え
る
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
生
活
、
２
日
目
：
分
娩
の

経
過
と
呼
吸
法
、
お
っ
ぱ
い
の
準
備
、

妊
娠
中
の
栄
養
に
つ
い
て
　
出
産
予

定
日
が
５
月
１
日
〜
７
月
31
日
の
方

　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
　
３

月
24
日（
火
）か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

パ
パ
マ
マ
教
室

　
柔
道
を
通
し
て
少
し
ず
つ
体
を
鍛

え
、
礼
儀
や
思
い
や
り
も
学
び
ま
せ

ん
か
。

　
４
月
４
日（
土
）・
７
日（
火
）・
11

日（
土
）・
14
日（
火
）・
18
日（
土
）・

25
日（
土
）午
後
７
時
〜
８
時（
全
６

回
）　
総
合
体
育
館
柔
道
場
　
20
人
程

度（
先
着
順
）　
市
内
在
住
の
お
子
さ

ん（
年
長
児
〜
小
学
生
）　
無
料
　
運

動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
着
替
え
　
当
日
会
場
で
受
付
　

北
名
古
屋
市
柔
道
ク
ラ
ブ
　（
75
）６

９
８
０（
吉
田
）

子
ど
も
柔
道
体
験
教
室

小
・
中
学
生（
市
内
）総
合
体
育

館
無
料
開
放

ク
ロ
ー
バ
ー
の
日

講
　座

講
　座

中止

中止

中止

中止
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警
察
官（
A
）（
大
学
卒
業
程
度
）

警
察
官（
B
）（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

◆
受
付
期
間
＝
４
月
13
日（
月
）ま
で

◆
試
験
日
＝
第
１
次
試
験
：
５
月
10

日（
日
）　
西
枇
杷
島
警
察
署
警
察
官

採
用
担
当（
吉
田
）　
０
５
２（
５
０

１
）０
１
１
０（
内
線
２
２
７
）

　
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所

得
な
ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
を

調
査
し
、
厚
生
労
働
行
政
の
企
画
・

立
案
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
、
毎
年
、
厚
生
労
働
省
主
体
で
、

国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
調
査

員
が
個
別
に
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
日
＝
６
月
４
日（
木
）

　
清
須
保
健
所
総
務
企
画
課
　
０
５

２（
４
０
１
）２
１
０
０

　
住
居
や
店
舗
な
ど
に
雨
水
貯
留
施

設（
雨
水
タ
ン
ク
）の
設
置
を
奨
励
し

ま
す
。
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
す
る

と
河
川
へ
の
負
担
軽
減
や
庭
木
へ
の

散
水
な
ど
の
雨
水
の
有
効
利
用
と
い

っ
た
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
対
象
要
件
＝
建
築
面
積
10
㎡
以
上

の
住
宅
、
店
舗
、
倉
庫
な
ど
へ
の
設

置
で
、
貯
留
量
が
１
基
あ
た
り
２
０

０
ℓ
以
上
の
も
の
　
建
築
物
の
所
有

者
◆
補
助
額
＝
１
基
あ
た
り
１
万
５

０
０
０
円
◆
募
集
数
＝
３
基（
先
着

順
）　
４
月
20
日（
月
）か
ら
、
申
請
書

と
必
要
書
類
を
施
設
管
理
課
　
へ
。

※

設
置
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
に
住
所
を
有
し
市
内
に
設
置

さ
れ
る
方
◆
補
助
額
＝
電
動
生
ご
み

処
理
機
：
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以

内（
２
万
円
を
限
度
、
１
０
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）、
生
ご
み
処
理
容
器
：

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内（
５
０
０

０
円
を
限
度
、
１
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）※

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
対
象

外
　
領
収
書
、
取
扱
説
明
書（
仕
様

書
）、
印
か
ん（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）、

申
請
者
名
義
の
口
座
が
分
か
る
も
の

を
持
っ
て
環
境
課
　
へ
。

　
聞
こ
え
な
い
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
方

法
や
、
情
報
を
分
か
り
や
す
く
書
い

て
伝
え
る
技
術（
要
約
筆
記
）を
学
び

ま
す
。

　
５
月
16
日
〜
６
月
27
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
30
分（
全
７

回
）　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
　

10
人（
先
着
順
）　
５
月
13
日（
水
）ま

で
に
社
会
福
祉
課
　
へ
。

　
昔
懐
か
し
い
生
活
用
具
な
ど
を
用

い
て
、
か
つ
て
自
分
が
体
験
し
た
こ

と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
心
や
脳
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
５
月
14
日
〜
７
月
２
日
の
毎
週
木

曜
日（
全
８
回
）午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分
　
回
想
法
セ
ン
タ
ー
　
市
内

在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
会

場
ま
で
自
分
で
通
え
る
方
　
10
人（
先

着
順
）　
回
想
法
セ
ン
タ
ー
　（
24
）５

３
３
７

一
般
事
務（
高
齢
福
祉
課
）

◆
勤
務
内
容
＝
一
般
事
務
、
窓
口
業

務
◆
応
募
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
方
◆
募
集
人
員
＝
１
人
◆
勤

務
開
始
日
＝
５
月
１
日（
金
）（
応
相

談
）◆
勤
務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
の
内

７
時
間
勤
務（
応
相
談
）◆
給
与
＝
時

給
９
８
０
円（
雇
用
保
険
、
健
康
保

険
、
厚
生
年
金
に
加
入
）　
４
月
17
日

（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

を
持
っ
て
高
齢
福
祉
課
　
へ
。

統
計
調
査
関
連
事
務

◆
勤
務
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
電

話
応
対
、
用
品
仕
分
け
な
ど
◆
応
募

資
格
＝
心
身
と
も
に
健
康
で
、
パ
ソ

コ
ン
入
力
、
電
話
応
対
、
軽
作
業
が

で
き
る
方
◆
勤
務
日
時
＝
月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
◆
勤
務
場

児
童
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
職
員

◆
応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・
養
護
教
諭
免
許
を
お

持
ち
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方
◆
勤

務
日
時（
応
相
談
）＝
週
５
日
で
、
お

お
む
ね
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時

30
分
の
７
時
間
勤
務
で
す
が
、
変
則

勤
務
が
あ
り
ま
す
。◆
給
与
＝
時
給

１
０
９
０
円
　
履
歴
書（
市
販
の
も

の
）と
資
格
証（
写
）を
持
っ
て
児
童
課

　
へ
。

所
＝
企
画
情
報
課
　
◆
任
用
期
間
＝

６
月
１
日
〜
令
和
３
年
１
月
31
日
◆

給
与
＝
時
給
９
8
０
円
〜
　
４
月
17

日（
金
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も

の
）を
持
っ
て
企
画
情
報
課
　
へ
。

徴
収
員（
収
納
課
）

◆
勤
務
内
容
＝
市
税
な
ど
の
集
金
お

よ
び
納
税
勧
奨
業
務
◆
応
募
資
格
＝

心
身
と
も
に
健
康
な
方
◆
募
集
人
員

＝
１
人
◆
勤
務
日
時
＝
月
20
日
以

内
、
午
前
７
時
〜
午
後
９
時
の
間
で

６
時
間
◆
給
与
＝
時
給
９
８
０
円
〜

　
４
月
17
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
連

絡
の
う
え
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を

持
っ
て
収
納
課
　
へ
。

調
理
員（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

◆
応
募
資
格
＝
心
身
と
も
に
健
康
な

方
◆
募
集
人
員
＝
若
干
名
◆
勤
務
開

始
日
＝
５
月
１
日（
金
）◆
勤
務
日
時

＝
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
◆
勤
務
場
所
＝
給
食
セ
ン
タ
ー
◆

給
与
＝
時
給
９
６
０
円
　
４
月
15
日

（
水
）ま
で
に
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

を
持
っ
て
給
食
セ
ン
タ
ー
　（
27
）４

７
０
０
へ
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
）

◆
応
募
資
格
＝
令
和
３
年
４
月
１
日

現
在
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
方（
大
学
院
の
修
士
課

程
を
修
了
し
た
も
の（
令
和
２
年
度
学

位
取
得
見
込
み
を
含
む
）に
あ
っ
て
は

28
歳
未
満
の
方
）◆
１
次
試
験
＝
５

月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）※

10
日
は

飛
行
要
員
希
望
者
の
み
◆
受
付
期
間

＝
５
月
１
日（
金
）ま
で
◆
採
用
時
期

＝
令
和
３
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

◆
応
募
資
格
＝
採
用
予
定
月
現
在
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
◆
１
次
試

験
＝
５
月
23
日（
土
）◆
受
付
期
間
＝

５
月
15
日（
金
）ま
で（
締
切
日
必
着
）

◆
採
用
時
期
＝
令
和
３
年
３
月
下
旬

〜
４
月
上
旬※

他
に
設
定
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小
牧

分
駐
所
　（
73
）２
１
９
０

回
想
法
ス
ク
ー
ル

　
企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
市
民
手
づ

く
り
で
行
う
市
民
体
育
祭
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
も
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
　
若

干
名
　
４
月
17
日（
金
）ま
で
に
ス
ポ

ー
ツ
課
　
へ
。

会
議
等
日
程（
予
定
）

実
行
委
員
会
４
回
程
度（
５
月
下
旬
・

７
月
下
旬
・
８
月
下
旬
・
11
月
下
旬
）

午
後
７
時
〜
、
部
会
内
打
合
せ（
７
・

８
月
中
に
数
回
）午
後
７
時
〜
、
正
副

責
任
者
打
合
せ
会（
９
月
下
旬
）午
後

７
時
〜
、
協
力
員
全
体
打
合
せ
会（
10

月
上
旬
）午
後
７
時
〜
、
前
日
準
備

（
10
月
10
日
）午
前
９
時
〜
、
体
育
祭

当
日（
10
月
11
日
）午
前
６
時
30
分
〜

　
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅（
店
舗

併
用
住
宅
も
含
む
）へ
新
た
に
補
助
対

象
設
備
を
設
置
さ
れ
る
個
人
の
方
で

年
度
内
に
完
了
し
、
市
税
の
滞
納
が

な
い
方
。※

設
置
後
の
申
請
や
設
置
済

み
の
分
譲
住
宅
は
対
象
外

◆
補
助
金
額
＝
○
一
体
的
導
入（
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
家
庭
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
、
定
置
用
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
同

時
設
置
）：
上
限
11
万
２
８
０
０
円
○

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
：
１
基
に
つ
き
１
万
円
○
家
庭
用

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
：
１
基
に
つ
き

５
万
円
○
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
シ
ス
テ
ム
：
１
基
に
つ
き
５
万

円※

一
体
的
導
入
と
他
の
補
助
対
象

設
備
の
重
複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
設
置
工
事
15
日
前
ま
で
に
必
要
書

類（
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
環
境
課
　
で

配
布
）を
持
っ
て
環
境
課
へ（
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
不
可
）。

市
民
体
育
祭
実
行
委
員
募
集

警
察
官
採
用
案
内

要
約
筆
記
入
門
講
座

講
　座

講
　座

募
　集

募
　集

自
衛
官
採
用
案
内

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設

備
設
置
費
補
助

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
に

よ
る
住
宅
防
火
訪
問

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助

　
西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
市
内
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
を
把
握
し
、
今
後
の

普
及
啓
発
・
維
持
管
理
に
関
す
る
広

報
の
た
め
、
無
作
為
抽
出
し
て
住
宅

防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　
訪
問
は
、
消
防
職
員
が
消
防
手
帳

を
提
示
し
、
身
分
を
明
ら
か
に
し
て

か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
４
月
１
日（
水
）〜
令
和
３
年
３
月

31
日（
水
）　
西
春
日
井
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課
　（
22
）４
９
２

４

雨
水
貯
留
施
設
設
置
奨
励

国
民
生
活
基
礎
調
査

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

27 26電話 ファクス メール ホームページ 西庁舎 東庁舎
とき ところ 内容 対象 定員
参加費・入場料・利用料 持ち物 申込み 問合せ 「広報北名古屋」  令和2年4月「広報北名古屋」  令和2年4月



暮 情報ら のしI N F O R M A T I O N

　市民のみなさんが楽しみにして
いる平和夏まつりを継続するた
め、自主財源確保策として法人・
個人様からの協賛を募集します。
趣旨に賛同いただき、ご協力をお
願いします。

協賛口数　1口（10,000 円）から
協賛特典　協賛口数に応じて、ホ
　ームページ・広報紙・やぐらス
　テージなどで法人・個人名を紹
　介します。
申込み　必ず募集要項をご確認し
　ていただき、申込書（市ホーム
　ページからダウンロード）を記
　入し、５月８日（金）までに平和
　夏まつり実行委員会事務局（市
　民活動推進課　内）へ。

　生後 91日以上の犬は、登録と年 1回の狂犬病予防注
射が義務付けられています。
　次の日程で集合注射を実施します。登録済の犬の飼い
主の方は送付された案内はがきの問診票を記入し、注射
料金などを持参し、会場へお越しください。
　ご都合の悪い方や犬が大勢の人や犬に慣れていない場
合は、案内はがきを持参し、動物病院で注射を受けてく
ださい。すでに死亡した犬の案内はがきが届いた場合、
環境課まで連絡をお願いします。　　　　　　　　
　未登録犬の登録は、環境課　で随時受付しています。
●注射料金　3,500 円（薬剤費 2,950 円、注射済票交
付手数料 550円）
●登録手数料　3,000 円（未登録犬）
　その他動物病院でも犬の登録と注射済票の交付手続き
ができます。
　対象となる動物病院については、市ホームページまた
は右記二次元バーコードをスキャンしてご覧ください。
　対象外の動物病院で注射を受けた場合、
発行された注射済証を持参し、市役所で注
射済票の交付手続きをお願いします。
　お問い合わせは環境課　へ。

注意
○必ず「犬を制御できる方」がお連れください。
○車での来場はご遠慮ください。
○注射料金などは、お釣りのないようにご用意ください。
○雨風に関する警報が発令された場合、その日は中止に
する場合があります。

　「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は
、
所

得
の
少
な
い
学
生
の
方
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
で
き
る
制

度
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

保
険
料
を
10
年
以
内
に
納
付（
追
納
）

す
れ
ば
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
に
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ

た
り
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
と
、
障
害
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

は
前
年
度
の
所
得
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
１
１

８
万
円
以
下
の
方
　
年
金
手
帳
、
学

生
証（
令
和
２
年
４
月
で
更
新
さ
れ
た

も
の
）、
印
か
ん
　
国
保
医
療
課

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
、
内

容
を
審
査
の
う
え
交
付
決
定
し
ま
す
。

　
市
民
な
ど
で
組
織
す
る
団
体
ま
た

は
市
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
　
事

業
実
施
前
に
必
要
書
類
を
添
え
、
窓

口
備
え
付
け
の
申
請
書
を
４
月
30
日

（
木
）ま
で
に
環
境
課
　
へ
。

環
境
保
全
支
援
事
業
に
補
助

　
快
適
な
生
活
環
境
を
保
つ
た
め
、

毎
年
春
先
に
道
路
側
溝
の
清
掃
を
地

域
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
清
掃
時
期
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
ま

た
は
町
内
会
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

各
自
治
会
へ
土
の
う
袋
を
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
い
た
だ
き
、
怪

我
や
体
を
痛
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
施
設
管
理
課

　
４
月
15
日（
水
）か
ら
、
農
業
用
水

の
通
水
が
始
ま
り
ま
す
。

　
水
難
事
故
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
止
水
は
９
月
下
旬
で
す
。

○
子
ど
も
を
水
路
に
近
づ
か
せ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

○
水
路
の
近
く
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

　
も
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

○
水
路
内
に
ご
み
、
木
片
、
石
、
草

　
な
ど
を
投
げ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。

　
商
工
農
政
課

側
溝
清
掃
の
ご
協
力
に
つ
い
て

　
名
古
屋
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の

事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
３
月

27
日
付
け
で
愛
知
県
知
事
よ
り
認
可

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
第

62
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関

係
図
書
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
事
業
の
種
類
お
よ
び
名

称
＝
名
古
屋
都
市
計
画
下
水
道
事
業

北
名
古
屋
公
共
下
水
道
◆
変
更
に
よ

り
拡
大
お
よ
び
追
加
し
た
事
業
区
域

＝
井
瀬
木
の
一
部
、
宇
福
寺
の
一
部
、

片
場
の
一
部
、
久
地
野
の
一
部
、
高

田
寺
の
一
部
、
徳
重
の
一
部
、
中
之

郷
の
一
部
、
能
田
の
一
部
　
　
下
水

道
課
　

下
水
道
の
事
業
計
画
変
更
図

書
の
縦
覧

農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り

ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出

産
し
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
申
請
は
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

◆
免
除
期
間
＝
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４

か
月
間
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
　
年
金

手
帳
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予

定
日（
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合
は
出

産
日
）が
わ
か
る
も
の
　
国
保
医
療
課

　
令
和
２
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
定
額
保
険
料
額（
月
額
）＝

１
万
６
５
４
０
円

◆
前
納
割
引
制
度
＝
保
険
料
を
４
月

30
日（
木
）ま
で
に
１
年
分
前
納
す
る

と
割
引
さ
れ
ま
す
。

１
年
分
の
保
険
料 

19
万
８
４
８
０
円

前
納
保
険
料
　
　 

19
万
４
９
６
０
円

割
引
額
　
　
　
　 

　
　
３
５
２
０
円

　
名
古
屋
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
　
０
５
２（
５
２
４
）６
８
５
５

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産

後
期
間
の
免
除
制
度

　
文
化
芸
術
の
分
野
で
全
国
大
会
な

ど
に
出
場
さ
れ
る
方（
県
内
の
選
考
会

な
ど
を
経
て
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ

る
個
人
ま
た
は
団
体
）に
激
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
交
付
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
全

国
大
会
な
ど
の
開
催
10
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
大
会
終
了
後

の
事
後
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
指
定
の
申
請
書（
生
涯
学
習
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま

す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
県
内
の

選
考
会
な
ど
の
結
果
、
全
国
大
会
要

綱
、
全
国
大
会
出
場
の
認
定
証
な
ど

の
書
類
を
添
え
て
生
涯
学
習
課
　
へ
。

文
化
芸
術
で
全
国
大
会
な
ど

の
出
場
者
に
激
励
金
を
交
付

　
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
全

国
大
会
な
ど
に
選
手
と
し
て
出
場
さ

れ
る
方（
県
内
の
予
選
会
を
経
て
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
る
個
人
）に
激
励
費

を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
全

国
大
会
な
ど
の
開
催
10
日
前
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
年
度
内
１
競

技
１
回
の
み
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会
等
出

場
届
出
書
お
よ
び
予
選
会
の
要
綱
と

結
果
、
全
国
大
会
要
綱
、
全
国
大
会

へ
出
場
の
認
定
証
な
ど
の
添
付
書
類

を
ス
ポ
ー
ツ
課
　
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会
な
ど

の
出
場
者
に
激
励
費
を
支
給

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

北名古屋市平和夏まつり
協賛金のお願い

狂犬病予防集合注射
加島会館

九之坪公会堂

沖村公会堂南側倉庫前

中之郷出荷場

宇福寺出荷場

文化勤労会館南側

ネオポリス集会場

高田寺学習等供用施設

東公民館

薬師寺公民館

米野公民館前

鍜治ケ一色公会堂

市役所西庁舎北東側

市役所東庁舎南車庫

13:15 ～ 13:30

13:45 ～ 14:15

14:35 ～ 14:50

13:15 ～ 13:35

13:50 ～ 14:10

14:30 ～ 15:15

13:30 ～ 14:00

14:15 ～ 14:45

13:30 ～ 15:00

13:15 ～ 13:35

13:55 ～ 14:15

14:30 ～ 14:50

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

4/7（火）

4/9（木）

4/13（月）

4/14（火）

4/16（木）

4/17（金）

時間会場日時

4/10（金）
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参加費・入場料・利用料 持ち物 申込み 問合せ 「広報北名古屋」  令和2年4月「広報北名古屋」  令和2年4月



暮 情報ら のしI N F O R M A T I O N

　
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で

「
健
康
」と「
お
得
」を
手
に
入
れ
ま
し

ょ
う
。
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ（
ポ
イ
ン

ト
）を
貯
め
る
こ
と
で
、
県
内
の
協
力

店
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

優
待
カ
ー
ド「
ま
い
か
カ
ー
ド
」を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
期
間
＝
４
月
〜
10
月
　
市
内
在
住

の
方（
子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
）　
保
健
セ
ン
タ
ー

※

詳
し
く
は
、
折
込
の
保
健
セ
ン
タ

　
ー
日
程
表「
き
た
な
ご
や
健
康
マ
イ

　
レ
ー
ジ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
親
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
し
つ
け
に

際
し
て
の
体
罰
を
禁
止
す
る
児
童
虐

待
防
止
法
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
体
罰
は
子
ど
も
の
成
長

や
発
達
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
子

ど
も
の
身
体
に
苦
痛
や
不
快
感
を
引

き
起
こ
す
行
為（
罰
）は
ど
ん
な
に
軽

く
て
も
体
罰
に
当
た
り
ま
す
。

　
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
体
罰

に
当
た
り
ま
す
。

〇
大
切
な
も
の
に
い
た
ず
ら
を
し
た

　
の
で
、
長
時
間
正
座
さ
せ
る

〇
宿
題
を
し
て
い
な
い
た
め
、
夕
飯

　
を
与
え
な
い

〇
友
だ
ち
を
叩
い
た
た
め
、
同
じ
よ

　
う
に
叩
く

〇
他
人
の
も
の
を
盗
ん
だ
た
め
、
お

　
尻
を
叩
く

　
体
罰
せ
ず
に
子
ど
も
と
接
す
る
た

め
の
工
夫
と
し
て
、
子
ど
も
の
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
、
肯
定
的
・
具
体

的
に
話
す
、
良
い
こ
と
は
褒
め
る
な

ど
育
児
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
家
族

で
分
担
し
、
社
会
全
体
で
支
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　
１
８
９
、
家
庭
支
援
課

し
つ
け
に
よ
る「
体
罰
」が

法
律
で
禁
止
に

　
資
源（
古
紙
、
古
布
）の
集
団
回
収

に
補
助
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
団

体
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
会
・Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
市
内
に

活
動
拠
点
を
持
ち
、
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
性
格
を
持
つ
非
営
利
の
団

体◆
登
録
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
＝

①
資
源
分
別
収
集
補
助
金
交
付
団
体

登
録
申
請
書
②
活
動
計
画
書（
活
動
内

容
、
年
間
行
事
の
わ
か
る
も
の
）③
団

体
の
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

※
①
②
は
環
境
課
　
に
あ
り
ま
す
。

◆
補
助
金
を
申
請
す
る
と
き
に
必
要

な
も
の
＝
①
資
源
分
別
収
集
補
助
金

交
付
申
請
書
②
引
取
業
者
が
発
行
し

た
計
量
票
ま
た
は
計
算
書

　
環
境
課

資
源
集
団
回
収
に
補
助
し
ま
す

　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
、

就
学
の
た
め
に
経
済
的
な
援
助
を
必

要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
世
帯

○
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯

○
市
民
税
の
非
課
税
・
減
免
世
帯

○
国
民
年
金
掛
金
の
全
額
免
除
世
帯

○
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
世
帯

○
そ
の
他
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
も
の

　
所
定
の
申
請
書（
学
校
ま
た
は
学
校

教
育
課
　
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
証
明
書
類
を
添
え
て
各

小
・
中
学
校
へ
。

　
学
校
教
育
課

就
学
援
助
制
度

　
東
公
民
館
の
夜
間
閉
鎖
に
伴
い
、

使
用
で
き
る
時
間
が
４
月
１
日
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

変
更
後
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
東
公
民
館

東
公
民
館
　使
用
時
間
変
更

の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
決
定
す
る
た
め
、
年
度
当

初
か
ら
当
分
の
期
間
は
前
年
の
保
険

料
な
ど
を
参
考
に
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
仮
徴
収
し
、
本
算
定
で
調

整
し
決
定
し
ま
す
。
前
年
度
か
ら
引

き
続
き
特
別
徴
収
と
な
る
方
以
外
に

は
、
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
納
入
）の
方

　
仮
徴
収
期
間
は
、
４
月
・
６
月
・

８
月
期
で
す
。

○
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収

と
な
る
方
：
前
年
度
の
２
月
期
の
保

険
料
額
が
各
期
別
保
険
料
額
で
す
。

○
４
月
期
、
６
月
期
か
ら
新
た
に
特

別
徴
収
と
な
る
方
：
各
期
別
の
保
険

料
額
は
、
前
々
年
の
所
得
に
基
づ
き

仮
に
計
算
さ
れ
た
保
険
料（
暫
定
年
間

保
険
料
額
）の
６
分
の
１
相
当
額
で

す
。

普
通
徴
収（
窓
口
納
付
ま
た
は
口
座

振
替
）の
方

　
仮
徴
収
期
間
は
４
月
期（
第
１

期
）・
６
月
期（
第
２
期
）ま
で
で
、
各

期
別
の
保
険
料
額
は
、
前
々
年
の
所

得
に
基
づ
き
仮
に
計
算
さ
れ
た
保
険

料（
暫
定
年
間
保
険
料
額
）の
６
分
の

１
相
当
額
で
す
。

　
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
額
の

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
毎
年
20
歳
を
迎
え
る
新
成
人
を
対

象
に
成
人
の
つ
ど
い
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
本
市
で
は
、
次
の
理
由
か

ら
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
も
参
加
対

象
は
現
行
ど
お
り「
年
度
内
に
20
歳
を

迎
え
る
者
」と
し
ま
す
。

○
18
歳
を
対
象
と
し
た
場
合
、
進
学

や
就
職
の
時
期
と
重
な
り
参
加
者

や
家
族
の
負
担
が
大
き
く
、
参
加

が
困
難
と
思
わ
れ
、
８
月
頃
か
ら

新
成
人
で
構
成
す
る
成
人
の
つ
ど

い
実
行
委
員
の
運
営
に
も
支
障
を

き
た
す
可
能
性
が
高
い
。

○
民
法
改
正
初
年
度
は
18
歳
・
19
歳
・

20
歳
を
迎
え
る
３
世
代
が
同
時
に

参
加
対
象
と
な
り
、
式
典
の
合
同

開
催
や
複
数
回
開
催
が
想
定
さ
れ

会
場
確
保
な
ど
に
課
題
が
あ
る
。

○
20
歳
は
飲
酒
・
喫
煙
な
ど
の
法
律

上
の
年
齢
制
限
が
な
く
な
る
年
齢

で
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
改
め

て
促
す
機
会
と
な
り
、
人
生
に
お

い
て
大
き
な
節
目
と
な
る
。

　
生
涯
学
習
課

成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の

成
人
の
つ
ど
い
参
加
対
象
に

つ
い
て

2 歳児むし歯予防教室
　3 月 5 日（木）に中止した分は、
4月 2日（木）に実施します。
　平成 30 年２月生まれのお子さ
ん
2 歳 6か月児むし歯予防教室
　3月 12日（木）に中止した分は、
4月 30日（木）に実施します。
　平成 29 年９月生まれのお子さ
ん
※上記の日程で都合が悪い場合は
　4月16日（木）にお越しください。
　保健センター

2歳児・2歳6か月児
むし歯予防教室について

き
た
な
ご
や
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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暮 情報ら のしI N F O R M A T I O N

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
動

画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

北
名
古
屋
体
操
の
出
前
講
座

　
北
名
古
屋
体
操
普
及
会（
ホ
ッ
ト
ピ

ン
ク
）の
み
な
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま

す
。
10
人
程
度
以
上
の
参
加
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室（
高
齢
福
祉

課
　
内
）

　
ご
み
・
資
源
は
通
常
ど
お
り
収
集

し
ま
す
。

　
環
境
課

　
市
青
少
年
育
成
会
議
で
は
、
小
・

中
学
校
の
登
校
時
間
に
あ
い
さ
つ
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
も
、
子
ど
も
た
ち
の
爽
や
か

な
一
日
の
始
ま
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
４
月
14
日（
火
）鴨
田
小
学
校
・

16
日（
木
）師
勝
北
小
学
校
・
熊
野
中

学
校
　
家
庭
支
援
課

　
下
水
道
事
業
の
長
期
的
に
安
定
し

た
運
営
を
持
続
す
る
た
め
、
４
月
１

日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の「
官
公
庁
会
計

（
単
式
簿
記
）」か
ら
、
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
し
た「
公
営
企
業
会
計（
複

式
簿
記
）」へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
地
方
公
営
企
業
法
は
、
企
業
の
経

営
方
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
公
共

性
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

恒
久
的
財
産
で
あ
る
下
水
道
施
設
を

こ
れ
か
ら
も
適
切
に
維
持
す
る
た
め

財
務
情
報
を
整
理
し
、
よ
り
一
層
の

経
営
の
効
率
化
・
健
全
性
に
努
め
ま

す
。
下
水
道
使
用
料
、
受
益
者
負
担

金
な
ど
の
納
付
方
法
は
こ
れ
ま
で
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
課

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
運
動

　
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
４
月
23
日（
木
）午
前
９
時
〜
11
時

30
分
　
面
談
室
２
　
◆
行
政
相
談
委

員
＝
村
瀬
正
孝
、
菊
谷
礼
子
、
町
田

和
好
　
総
務
課

行
政
相
談

県
立
名
古
屋
盲
学
校
教
育
相
談

職
業
適
性
検
査（
約
50
分
）

　
適
性
診
断
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
あ

な
た
の
職
業
適
性
を
分
析
し
、
相
談

員
が
解
説
を
行
い
ま
す
。

就
職
相
談（
予
約
優
先
、
50
分
）

　
書
類
選
考
や
面
接
が
う
ま
く
い
か

な
い
方
に
相
談
員
が
コ
ツ
の
伝
授
や

職
場
体
験
の
案
内
な
ど
を
し
ま
す
。

　
４
月
15
日（
水
）、
５
月
20
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
付
は
午
後

２
時
ま
で
）　
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

小
会
議
室
　
就
職
活
動
中
の
15
〜
44

歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
の
方
　
無
料

　
な
ご
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
　
０
５
２（
７
０
０
）２
３
９
６

　
商
工
農
政
課

※

検
査
で
知
り
得
た
個
人
情
報
は
、

　
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

職
業
適
性
検
査
・
就
職
相
談

　
令
和
２
年
度
分
の
利
用
料
の
納
付

の
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
ャ
ー
農
園
を
継
続
し
て
利
用

す
る
方
は
、
４
月
１
日
付
け
で
送
付

し
た
納
付
書
で
利
用
料
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
商
工
農
政
課

レ
ジ
ャ
ー
農
園
継
続
利
用
の

方
へ
利
用
料
の
納
付
の
お
願
い

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会

計
移
行
に
つ
い
て

令和２年度愛知県清須保健所健康相談等日程表

　
身
寄
り
が
な
い
高
齢
者
の
方
が
、

葬
儀
や
納
骨
な
ど
に
つ
い
て
事
前
に

葬
祭
事
業
社
な
ど
と
生
前
契
約
し
、

不
安
を
抱
え
ず
余
生
を
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
、
お
手
伝
い
す
る
制
度
で

す（
市
か
ら
補
助
金
を
支
給
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
市
役
所（
高
齢
福
祉
課
　
、
社
会
福

祉
課
　
）と
社
会
福
祉
協
議
会
、
西
部

（
南
・
北
）包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
の

配
布
と
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室（
高
齢
福
祉

課
　
内
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ（
終
活
）

サ
ポ
ー
ト
事
業

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に

お
け
る
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
見
え
に
く
い
、
見
え
な
い
こ
と
で

困
っ
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
　
　
県
立
名
古
屋
盲
学
校（
名

古
屋
市
千
種
区
北
千
種
）　
０
５
２

（
７
１
１
）０
０
０
９

　
お
子
さ
ん
の
発
達
や
、
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
養
育
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

　
相
談
日
は
予
約
制
。
時
間
は
午
後

１
時
〜
４
時
　
　
県
立
い
な
ざ
わ
特

別
支
援
学
校（
稲
沢
市
一
色
森
山
町
）

　
０
５
８
７（
35
）２
０
０
５（
月
〜
金

曜
日（
祝
日
は
除
く
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）へ
。

県
立
い
な
ざ
わ
特
別
支
援
学
校

ふ
れ
あ
い
相
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ところ　清須市春日老人福祉センター 3階（清須市春日振形 129番地）
　052（401）2100（代表）

　
運
動
は
、
健
康
づ
く
り
に
か
か
せ

ま
せ
ん
。
足
の
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
能

力
を
鍛
え
る
た
め
の
要
素
を
含
む
北

名
古
屋
体
操
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

立
っ
て
で
き
る
も
の
、
椅
子
に
座
っ

て
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

北
名
古
屋
体
操
の
D
V
D
を
無
料
貸
出

　
高
齢
福
祉
課
　
で
貸
し
出
し
て
い

北
名
古
屋
体
操
の
お
知
ら
せ

※予約制の相談については、当月3日（祝・休日などの場合
　は、翌日以後最初の平日）から受付を開始します。
※司法書士相談および心配ごと相談については、受付期間
　に予約が入らなかった場合は開催しません。

と　き（祝・休日は除く） ところ・問合せ・申込み

4月14日（火）10:00～12:00

月～金　9：00～17：00 （６８）６０１０尾張中部障害者就業・生活支援センター

障害者・福祉に関する相談

■消費生活相談※電話相談可 火・水・木・金　１３:３０～１６:３０（受付は１６:００まで）

月～金　８:３０～１７:００

■求人情報提供、職業相談・紹介 月～金　９:３０～１７:００

■ボランティア相談

■不動産取引の悩みごと相談

■心配ごと相談【予約制】
　（1組につき50分）

■司法書士相談【予約制】
　（1組につき50分）

■弁護士による法律相談
　【予約制】（1組につき30分）

Ａ：4/16(木)･5/14(木) 9:00～12:00 
Ｂ：4/23(木) 9:00～12:00
予約受付：4/3（金）～

B：4/21（火) 13:00～15:50
予約受付B：4/3（金）～4/17（金）

A：4/28（火) 9:00～11:50
予約受付：4/3（金）～4/24（金）

Ａ：4/16（木) 13:00～16:00

■市民活動相談【予約制】 月～金　8：30～17：00

■広聴相談（市行政一般）【予約制】 月～金　9：00～17：00

Ｃ：4/15(水) 13:30～15:30

相談名

と　き（祝・休日は除く） ところ・問合せ・申込み相談名

■心身障害者相談 ※電話相談可

■障害者のための就業相談

北名古屋市地域職業相談室（社会福祉協議会本所内）

市民活動推進課

原則お住まいの市町村での受け付けとなります。

Ａ：社会福祉協議会本所相談室
Ｂ：総合福祉センターもえの丘相談室
Ｃ：総合福祉センターもえの丘ボランティア専用室

社会福祉協議会本所  （25）8500

（24）8689

消費生活センター （22）1111

■男女共同参画を阻害する
　権利侵害の相談【予約制】

暮らし・仕事・まちづくり・行政に関する相談

人事秘書課

面談室 社会福祉課

（令和２年４月１日現在）

B型・ C型肝炎
ウイルス検査

エイズ・梅毒検査

寄生虫卵検査

検便（細菌）検査

水質検査（予約制）

歯科相談（予約制）

栄養相談（予約制）

精神科医師による
相談（予約制）

メンタルヘルス相談

精神保健福祉相談

受付時間相談日など相談・検査

毎週月～金曜日
（祝日・年末年始を除く）

午前 9時～正午
午後 1時～ 4時 30分
※面接の場合、事前の連
絡をお勧めします

午後 2時～ 4時

午前 9時 30分～ 11時

午前 9時 30分～ 11時

午前 9時 ～ 11時

午前 9時～ 11時 30分
※事前に検体提出用の指
定容器などを受け取って
ください。

毎月第2火曜日
※祝日の場合、前日
毎月第 1水曜日
（4月・5月は変則）

毎週火曜日　
※火・水・木曜日が祝日の
週と年末年始は受付不可

毎月第 1・2・3火曜日
※火・水・木曜日が祝日の
週と年末年始は受付不可

毎月第 1月曜日
（5月は変則）
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とき ところ 内容 対象 定員
参加費・入場料・利用料 持ち物 申込み 問合せ 「広報北名古屋」  令和2年4月「広報北名古屋」  令和2年4月
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公共施設利用抽選会
施設名 受付日時対象月
大ホール 11月分

７月分
８月分
７月分
７月分

5月分

大ホール以外
展示室・展示コーナー

午前8時50 分～9時

名古屋芸術大学アートスク
エア（文化勤労会館）
エントランスホール

東公民館 視聴覚室
西庁舎101会議室
総合体育館 多目的ホール

総合体育館 大小会議室

ところ
名古屋芸術大学
アートスクエア
（文化勤労会館）

東公民館
コミュニティセンター（西庁舎併設）

総合運動広場

白木・天神中学校夜間照明（グラウンド）
学校施設（体育館・テニスコート）

テニスコート
グラウンド

午前8時35分～8時50分
5月１日（金）

４月４日（土）

子
、
ど
れ
け
い
い
わ
か
は
も
ど
子
　
　
　

不
「」
ス
レ
ト
ス
「」
い
辛
「」
変
大
「は
て
育

で
う
よ
い
な
く
な
少
は
方
る
じ
感
と」
安

。
す

、
任
赴
身
単
や
勤
転
の
夫
、
化
族
家
核
　

家
る
れ
頼
で
方
遠
が
家
実
、
働
労
間
時
長

で
人
一
を
て
育
子
、
ず
ら
お
が
人
友
や
族

も
と
こ
う
ま
し
で
ん
込
え
抱

…

。

何
た
れ
く
て
け
掛
が
か
誰
と
ふ
、
も
で
　

う
い
と
た
れ
ら
け
づ
気
元
に
葉
言
い
な
気

。
か
ん
せ
ま
り
あ
は
と
こ

一
「、」
よ
だ
夫
丈
大
「、」
ね
よ
だ
変
大
「　

な
く
軽
が
ち
持
気
な
安
不
、
で
け
だ
る

で
の
も
る
く
て
い
湧
が
力
か
だ
ん
な
、
り

。
す

体
団
録
登
動
活
民
市
た
し
足
発
に
内
市
　

ん
え
ご
い
る
あ
ま
「の

よ
を
て
育
子
が
親
、
ち
育
と
き
生
き
生
が

に
う
よ
る
れ
ら
じ
感
に
せ
幸
・
く
し
楽
り

緒
一
、
ら
が
な
し
に
切
大
を
縁
ご
の
域
地

想
う
い
と
う
こ
い
て
し
を
援
支
て
育
子
に

。
す
ま
い
て
し
動
活
で
い

ま
始
ら
か
月
４
「、
は
ん
さ
藤
佐
の
長
会
　

作
を
か
何
に
緒
一
で】
ボ
ラ
ん
げ
き
ご
【る

み
、
で
と
こ
う
あ
し
感
共
、
ら
が
な
み
飲

が
な
ん

ん
げ
き
ご

う
よ
る
え
思
と』
せ
幸
『、』
い
し
楽
『が
て

下
お
【、
て
し
そ
。
す
で
い
し
嬉
と
る
な
に

げ
あ
し
さ
で
料
無
、
り
か
預
で
料
無
ど
な

、
で
い
な
ま
込
え
抱
で
人
一
。
す
ま
い
て

。
た
し
ま
い
て
し
話
で
顔
笑
い

育
子
『る
え
集
が
子
親
、
は
く
ゆ
く
ゆ
「　

い
想
う
い
と」
！
い
た
り
作
を』
ば
ろ
ひ
て

一
つ
一
動
活
民
市
な
う
よ
の
こ
、
き
聞
を

な
切
大
の
め
た
く
い
て
え
変
を
域
地
が
つ

膨
を
待
期
、
じ
感
て
め
改
と
る
あ
で
歩
一

。
す
ま
い
て
せ
ま
ら

市内の交通事故発生状況 市内の窃盗犯発生状況

令和2年

死亡事故

人身事故

物損事故

人身事故数は死亡事故数を含む。

2月 　累計 令和2年
侵入盗

 乗物盗

 非侵入盗

侵入盗 ：空き巣、忍び込み等
乗物盗 ：自転車・自動車・オートバイ盗
非侵入盗：車上ねらい、部品ねらい、

ひったくり等

2月 　累計 
［西枇杷島警察署調べ］ ［西枇杷島警察署調べ］

0件
0人
27件
29人
167 件

0件
0人
58件
67人
327 件

0件

件

件

件 件

件

　　　　新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響から、今月に行われる予定
のイベントなどの中止が相次いでい
ます。締切ギリギリまで情報把握し
ていますが、お手元に届くまでに中
止となる場合もあります。お手数で
すが、最新の情報は市ホームページ

４月１１日（土）
午前8時30分～8時40分

午前9時30分～9時40分
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水野 美保 記者

四谷 美津子 記者

ペープサートとは…
紙に人物などを描いて切り抜いたものに棒を付け、
背景の前で動かして演じる人形劇。
出展：デジタル大辞泉（小学館）

　 ♥なごや

シュな 21 人が参加しました。
　午前中に千葉大学の倉阪秀史教授が
まとめた「未来カルテ」という人口や財
政など各分野の予測データで、市の未
来をシュミレーションし、将来の課題
について考えました。つづいて、グループワークでは具体的な政策を
とりまとめ、最後はみんなの前で発表を行いました。
　未来市長たちからは、空き家を保育と介護を統合した施設にする、

農業の次世代を育成する、芸大生がデザインする防災マップの作成やキャ
ンプ形式の防災訓練など、多彩なアイデアが飛び出し、未来のまちづくり
を担う人材になることが大いに期待できそうです。
　高校 2年生の松本明花寧さんは「常に私たちが未来を担うという意識を
持っています。この会議でさまざまな方の意見を聴いて、自分の意見がす
べてではないと感じました。もっと同世代の人にも関わって一緒に未来を
考えて欲しいです」と語ってくれま
した。

さらに多くの次世代に参加を呼び
かけ、未来のまちづくりの実現に、
大いに期待しています！

　母の会は子ども会役員OBを中心に有志が集まり、20 年前に
発足。子どもたちに「自分の身は自分で守る」ことを学んでもら
おうと、市内の保育園や小学校などを巡回して防犯教室を開い
ています。
　２月には鹿田北保育園で開催。『知らない人にはついていかな
い』をテーマに、園児たちにわかりやすいようにと、ペープサー
トを交えて犯罪に巻き込まれない方法を伝授。「知らない人が近
づいて来て声を掛けられたら『離れる』『大声で叫ぶ』『逃げる』こ
と、怖い思いをしたら『その日のうちに家族や大人に話す』こと」などを話し、園児たちは真剣な眼差し
で引き込まれるように聞き入っていました。
　同会には、地域の安全と子どもたちの健全育成に努めている活動が評価され、昨年、愛知県警察本部
長と愛知県防犯協会連合会長の連名感謝状が贈られています。代表の小川ひで乃さんは「子どもたちが
安心して生活できる北名古屋市になることを願い、今後も活動を続けていきたい。要望があれば出向き
ます」と話します。

　お母さんたちの心温まる地道な活動
が、次代を担う子どもたちの健やかな
成長につながることと思います。
※問い合わせは体験活動ボランティア
活動支援センター（市生涯学習課）へ。

警察署の
システムの関係で、
今月は、掲載しません。
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掲載内容は３月 17日時点のものです。
最新の情報は、市ホームページ（新型
コロナウイルス感染症対策本部の対
応・各種情報）で確認できます。


